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誰もが職業をとおして社会参加できる「共生社会」を目指しています
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曽我部林造
（NPO法人石鎚スクエア 就労継続支援Ｂ型事業所Visee）

百花繚乱を愛でる

曽我部林造（そがべ りんぞう）
　1964（昭和 39）年、愛媛県周

しゅう

桑
そう

郡
ぐん

丹
たん

原
ばら

町
ちょう

（現・西条市丹原町）生まれ。知的障害が
あります。
　幼少から中学生のころまで楠

くす
窪
くぼ
という山懐で育ちました。就労継続支援Ｂ型事業所に

通いながら、そのころに慣れ親しんだ動物や色とりどりの花を主体にした、ユーモラスで
温かみのある絵画製作に、約15年前から取り組んでいます。下書きなしのペン画で、迷
いなく一気に描き上げる手法には、次々と湧いてくるエネルギーや生命力を感じます。定
期的に個展を開催したり、公募展に応募したりしています。

　「第６回Art to You!  東北障がい者芸術全国公募展」に出品し、山形県知事賞を
受賞した作品です。キャンバスいっぱいに可憐な花々が、鮮やかな色彩をまとって
配置されています。そんななかに昆虫が群れ、鶏が仲よくえさをついばんでいます。
ヴィヴィッドで躍動感あふれる色彩に圧倒されるとともに、ほのぼのとした温かい
人柄が伝わってくるようです。

（文：NPO法人石鎚スクエア 就労継続支援Ｂ型事業所V
ヴ ィ セ

isee 管理者　篠塚忍）

画材：画用紙、ペン／サイズ：1090mm×790mm

協力：愛媛県障がい者アートサポートセンター



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

「はじめてカブトムシのメスを手に乗せたときから昆虫が好きになりました。昆虫は種類が多く研究
がおもしろそうで、虫博士になりたいと思って描きました。カマキリを細かく観察することや、カブ
トムシの角は突き飛ばす強さを、クワガタは挟んで投げ飛ばす鋭さを描くのがむずかしかったです」
（令和３年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト　小学校の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞）
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京
都
文
教
大
学
臨
床
心
理
学
部
教
授
・
産
業
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
所
所
長

　

私
た
ち
は
人
生
の
途
上
で
、
あ
る
日
突
然
、
思
い
が

け
な
い
事
故
（
交
通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
事
故
、
転
倒

な
ど
）
や
病
気
（
脳
血
管
障
害
、
脳
炎
、
脳
症
、
脳
腫
瘍

術
後
の
疾
患
な
ど
）
が
原
因
で
、
脳
に
損
傷
を
受
け
、

高
次
脳
機
能
障
害
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
次

脳
機
能
障
害
は
、
①
目
に
見
え
な
い
、
②
本
人
も
自
覚

し
に
く
い
、
③
あ
る
特
定
の
状
況
や
場
面
に
現
れ
る
た

め
、
周
囲
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
い
障
害
で
す
。
脳
機
能

の
障
害
が
医
学
的
に
は
わ
か
り
や
す
い
病
態
の
場
合
で

も
、
一
般
の
人
に
は
想
像
し
に
く
く
実
感
が
湧
か
な
い

症
状
で
あ
る
こ
と
が
、
理
由
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
外
見

は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、
本
人
も
障
害
を
実
感
し

に
く
く
、
病
気
や
事
故
以
前
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。
同
様
に
、
周
り

の
人
も
以
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
職
場
に
戻
っ
て
か
ら
以
前
の
よ
う
に
は
仕

事
が
で
き
な
い
こ
と
が
顕あ

ら

わ
と
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人
は
「
職
場
の
人
が
自
分
の

こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
」
と
と
ら
え
、
職
場
の
人
は

「
注
意
し
て
も
自
分
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
す
。
脳
に
損
傷
を
受
け
た
こ

と
で
、
脳
の
認
知
機
能
（
注
意
、
記
憶
、
遂
行
機
能
、
社

会
的
行
動
）
が
低
下
し
、
日
常
生
活
を
送
る
な
か
で
意

識
せ
ず
に
実
行
で
き
て
い
る
基
本
的
な
機
能
（
注
意
す

る
、
記
憶
す
る
、
企
画
を
立
て
て
実
行
す
る
、
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
、
暗
黙
の
了
解
、
な
ど
）

が
損
な
わ
れ
る
た
め
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
の
で
す
。

　

職
場
に
復
帰
す
る
際
に
は
、
主
治
医
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
か
ら
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

「
職
場
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

る
と
仕
事
が
可
能
に
な
る
の
か
」
、
「
ど
の
よ
う
な
仕
事

で
あ
れ
ば
可
能
な
の
か
」
を
、
本
人
と
職
場
の
担
当
者

が
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
〝
そ
の
人
の
高
次
脳

機
能
障
害
の
特
性
〞
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
持
ち
な

が
ら
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
、
厚
生
労
働
省
は
、
高
次

脳
機
能
障
害
の
定
義
を
「『
高
次
脳
機
能
障
害
』
と
い

う
用
語
は
、
学
術
用
語
と
し
て
は
、
脳
損
傷
に
起
因

す
る
認
知
障
害
全
般
を
指
し
、
こ
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る

巣
症
状
と
し
て
の
失
語
・
失
行
・
失
認
の
ほ
か
記
憶
障

害
、
注
意
障
害
、
遂
行
機
能
障
害
、
社
会
的
行
動
障
害

な
ど
が
含
ま
れ
る
」
と
明
示
し
ま
し
た
（
※
）
。
以
下
に

そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
を
説
明
し
ま
す
。

失
語   

話
す
、
聞
く
、
読
む
、
書
く
な
ど
の
言
語
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
っ
た
状
態
。
具
体
的

に
は
相
手
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
（
ブ

ロ
ー
カ
失
語
）
、
相
手
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
ず
、
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ

て
し
ま
う
（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
失
語
）
、
字
が
読

め
な
い
、
文
字
が
書
け
な
い
、
な
ど
の
症
状
。

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
人
の

職
場
復
帰
で
気
を
つ
け
る
こ
と

高
次
脳
機
能
障
害
の
特
性

一
見
わ
か
り
に
く
い
高
次
脳
機
能
障
害
の
特
性
と
職
場
の
理
解
促
進

〜
高
次
脳
機
能
障
害
の
職
場
復
帰
支
援
〜

中
島
恵
子

注： ＩＱテストの一種。検査は被験者と専門家（臨床心理士など）の１対１で行われ、全般的な知能だけでなく、
 「言語理解」や「ワーキングメモリー」、「処理速度」などの指数を得られる

※  厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部、国立障害者リハビリテーションセンター「高次脳機能障害者支援の手引き」
平成18年
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が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
医
療
機
関
で
は
、
本
人

に
障
害
へ
の
自
己
理
解
を
う
な
が
す
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

し
、
職
場
で
は
、
一
緒
に
働
く
人
た
ち
に
障
害
の
特
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
職
場

の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
で
説
明
を
受

け
た
担
当
者
が
、
復
職
す
る
人
の
高
次
脳
機
能
障
害
の

特
性
に
つ
い
て
職
場
の
人
た
ち
に
前
も
っ
て
伝
え
る
こ

と
で
、
誤
解
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
が
職
場
に
す
ぐ
戻
り
た
い
と
い
っ
て
も
、
配
属

部
署
、
仕
事
内
容
な
ど
職
場
内
で
の
調
整
が
必
要
と
な

る
た
め
、
本
人
と
何
度
か
話
し
合
い
、
確
認
を
と
り
な

が
ら
、
復
職
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

事
前
の
調
整
な
く
復
職
し
た
こ
と
で
「
仕
事
が
で
き
な

い
」
、
「
疲
れ
て
休
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
、
職
場
で
は
思

い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
こ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
十

分
な
事
前
の
調
整
が
必
要
で
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
仕

事
の
時
間
を
段
階
的
に
増
や
し
て
完
全
復
帰
へ
の
プ
ロ

セ
ス
を
取
る
と
、
本
人
は
集
中
力
の
回
復
が
実
感
で
き

る
た
め
自
己
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　京都文教大学臨床心理学部臨床心理
学科教授。博士（健康科学）、公認心
理師。
　臨床神経心理学において、高次脳機
能障害・認知リハビリテーション・復職
支援を専門とする。2019（平成31）年
より、京都文教大学産業メンタルヘル
ス研究所所長に就任。身体障害と異な
り見えにくい障害といわれる高次脳機
能障害者の就業について研究を進める。
　おもな著書・監訳に「高次脳機能障
害のグループ訓練」、「子どもたちの高
次脳機能障害ー理解と対応」（以上、三
輪書店）など。

中島恵子
（なかしま けいこ）

失
行   

日
常
的
な
道
具
を
使
っ
た
簡
単
な
行
為
（
ハ

サ
ミ
を
使
う
、
眼
鏡
を
か
け
る
、
お
茶
を
い
れ

る
、
な
ど
）
が
う
ま
く
で
き
な
い
症
状
。

失
認    

代
表
的
な
失
認
に
視
覚
失
認
が
あ
げ
ら
れ
る
。

視
力
や
視
野
に
問
題
は
な
い
が
、
見
た
物
が

何
で
あ
る
か
が
わ
か
り
に
く
い
症
状
。
触
っ
た

り
、
聞
い
た
り
す
れ
ば
わ
か
る
場
合
も
あ
る
。

記
憶
障
害見

た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
話
し
た
こ
と
を
覚

え
ら
れ
な
い
、
思
い
出
せ
な
い
症
状
。

注
意
障
害必

要
な
情
報
を
選
択
す
る（
選
択
性
注
意
）
、

集
中
力
、
二
つ
以
上
の
情
報
の
同
時
処
理
、

必
要
に
応
じ
て
注
意
を
変
換
す
る
な
ど
、
情

報
処
理
の
基
本
的
な
機
能
が
う
ま
く
い
か
な

い
症
状
。

遂
行
機
能
障
害

自
分
が
立
て
た
目
標
に
対
し
て
効
率
的
な
計

画
を
立
て
、
計
画
通
り
に
実
行
す
る
と
い
う

一
連
の
行
為
が
う
ま
く
で
き
な
い
症
状
。

社
会
的
行
動
障
害

自
発
性
や
意
欲
が
低
下
し
た
り
、
抑
制
が
効

か
な
く
な
っ
た
り
、
抑
う
つ
な
ど
の
精
神
症

状
な
ど
が
現
れ
る
症
状
。

神
経
疲
労集

中
し
続
け
る
と
疲
労
し
や
す
い
症
状
。
休
憩

を
取
り
な
が
ら
で
あ
れ
ば
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

職
場
復
帰
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
本
人
の

業
務
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
業
務
レ

ベ
ル
と
は
、
任
さ
れ
る
仕
事
が
ど
の
く
ら
い
の
情
報
量

を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
な
の
か
を
示
す
も

の
で
す
。
事
務
職
と
い
っ
て
も
、
採
用
や
人
材
育
成
な

ど
自
分
で
計
画
し
て
実
施
す
る
仕
事
か
ら
、
郵
便
物
の

仕
分
け
・
配
布
、
会
議
資
料
の
準
備
、
デ
ー
タ
入
力
、

書
類
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
な
ど
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
任
せ
る
仕
事
に
は
、
作
業
工
程
や
注
意
点

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
Ａ
と
い
う
仕
事
は
処
理
で
き
て
も
、
業
務
の

難
易
度
が
同
じ
Ｂ
へ
の
応
用
は
む
ず
か
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
Ａ
が
で
き
る
の
で
Ｂ
も
可
能
と
考
え
が
ち
で

す
が
、
新
た
な
仕
事
や
能
力
以
上
の
仕
事
で
あ
っ
た
場

合
、
本
人
は
混
乱
し
、
ミ
ス
が
多
く
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
新
た
な
仕
事
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
事
前
に

「
業
務
分
担
表
」
を
明
示
し
、
業
務
の
分
担
に
つ
い
て

本
人
と
話
し
合
い
、
「
業
務
分
担
表
を
改
訂
し
て
関
係

者
に
周
知
す
る
」
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

職
場
復
帰
の
際
に
は
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

す
る
の
か
を
事
前
に
話
し
合
い
了
解
し
て
も
ら
う
こ
と

職
場
の
理
解
促
進

3
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

株式会社アダストリア・ゼネラルサポート
群馬サポートセンター
〒375-0017　群馬県藤岡市篠塚700-14 アダストリア藤岡DC２F
TEL 0274-40-2060  FAX 0274-40-7872

取材先データ

Keyword：精神障害、知的障害、ジョブコーチ、定着支援、
 ナチュラルサポート、物流、店舗支援、アビリンピック　

入社後は一定期間の定着支援を経て、ナチュラルサポートへ移行

柔軟な人事制度や褒賞金、復帰支援などで働き続けられる環境づくり

各拠点に支援体制、
ナチュラルサポート移行も
― 株式会社アダストリア・ゼネラルサポート

群馬サポートセンター（群馬県）―
アパレル企業の特例子会社では、全国の各拠点に支援体制を整え、
現場と連携しながらナチュラルサポートへの移行も図っている。

職
ル
場
ポ
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
ー

ク
」、「
ニ
コ
ア
ン
ド
」
な
ど
を
展
開
す
る
ア
パ

レ
ル
企
業
「
株
式
会
社
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
」（
以
下
、

「
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
」）
は
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
に
「
株
式
会
社
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
・
ゼ
ネ
ラ
ル

サ
ポ
ー
ト
」（
以
下
、「
Ａ
Ｇ
Ｓ
」）
を
設
立
。
翌

２
０
１
４
年
に
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
は
特
例
子
会
社
と
し

て
認
定
さ
れ
た
。

複
数
の
会
社
を
吸
収
合
併
し
て
き
た
ア
ダ
ス

ト
リ
ア
は
、
以
前
は
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
障

が
い
者
雇
用
を
進
め
て
い
た
が
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
設

立
を
機
に
、
各
拠
点
が
連
携
し
な
が
ら
業
務
内

容
の
強
化
と
雇
用
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。
東
京

都
渋
谷
区
に
あ
る
本
部
を
は
じ
め
山
形
県
、
茨

城
県
、
群
馬
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
福
岡
県

の
全
国
７
拠
点
を
軸
に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の

事
務
支
援
の
ほ
か
物
流
現
場
や
店
舗
で
の
支
援

業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

い
ま
で
は
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
全
従
業
員
２
９
０
人
の

う
ち
、障
が
い
の
あ
る
従
業
員
は
２
１
２
人
（
身

体
障
が
い
46
人
、
知
的
障
が
い
51
人
、
精
神
障

が
い
１
１
５
人
）、
６
社
の
グ
ル
ー
プ
適
用
に
よ

る
障
害
者
雇
用
率
は
２
・
62
％
（
２
０
２
２
︿
令

和
４
﹀
年
６
月
1
日
現
在
の
概
算
）
だ
と
い
う
。

今
回
は
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
拠
点
で
も
っ
と
も
規
模

が
大
き
い
群
馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

職
場
で
の
取
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
く
。

群
馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
岩い
わ

﨑さ
き

美み

恵え

子こ

さ
ん
は
、Ａ
Ｇ
Ｓ
の
設
立
当
時
、唯
一
の
定

着
支
援
担
当
者
で
、
各
拠
点
を
巡
回
し
な
が
ら

定
期
面
談
や
採
用
活
動
に
関
す
る
対
応
を
行
っ

て
い
た
。「
さ
ら
な
る
雇
用
の
拡
大
と
定
着
支
援

の
必
要
性
か
ら
、
各
拠
点
に
定
着
支
援
担
当
と

し
て
企
業
在
籍
型
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
）
の
配
置
を
提
案
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

現
在
は
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど
の
資
格
を
持
つ

定
着
支
援
担
当
者
が
各
拠
点
に
配
置
さ
れ
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
Ａ
Ｇ

Ｓ
で
は
正
社
員
は
原
則
、
障
害
者
職
業
生
活
相

談
員
の
資
格
取
得
を
推
奨
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

各
拠
点
の「
業
務
内
容
」、「
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
数
」、「
支
援
関
連
の
有
資
格
者
数
」
は
次

の
通
り
で
あ
る
（
２
０
２
２
年
６
月
1
日
現
在
）。

〈
山
形
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
〉
主
要
経
費
（
本

部
や
店
舗
、
国
内
外
旅
費
精
算
等
）
の
チ
ェ
ッ

ク
、
各
種
デ
ー
タ
集
計
・
分
析
、
契
約
書
の
書

類
保
管
な
ど

・
身
体
障
が
い
24
人
、
精
神
障
が
い
５
人
／
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
1
人
、
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員

８
人
、
手
話
通
訳
士
１
人

〈
茨
城
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
〉
パ
ソ
コ
ン
入
力

作
業
（
売
掛
や
入
金
確
認
）
、
印
刷
関
係
、
パ

ソ
コ
ン
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

・
身
体
障
が
い
11
人
、
知
的
障
が
い
5
人
、
精

神
障
が
い
12
人
／
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
3
人
、
障

害
者
職
業
生
活
相
談
員
９
人
、
精
神
・
発
達

障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
６
人

〈
群
馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
〉
事
務
支
援
:
人

事
労
務
、
福
利
厚
生
の
申
請
チ
ェ
ッ
ク
、
書
類

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
、
物
流
支
援
:
キ
ズ
物
商
品
の
検

品
・
仕
分
け
、
販
促
品
な
ど
の
振
り
分
け
、
店

舗
へ
の
発
送
、
清
掃
、
店
舗
支
援
:
バ
ッ
ク
ル
ー

ム
で
商
品
の
検
品
・
仕
分
け
な
ど

・
身
体
障
が
い
９
人
、
知
的
障
が
い
17
人
、
精

神
障
が
い
34
人
／
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
3
人
、
障

害
者
職
業
生
活
相
談
員
22
人
、
精
神
・
発
達

障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
15
人
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ⓡ

検
定
Ⅱ
種
３
人

〈
福
岡
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
〉
返
金
処
理
、
売

掛
金
処
理
、
直
送
伝
票
、
全
社
安
否
確
認
訓
練

な
ど

・
知
的
障
が
い
１
人
、
精
神
障
が
い
９
人
／
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
1
人
、
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員

4
人
、
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

タ
ー
4
人
、
雇
用
環
境
整
備
士
1
人

〈
営
業
支
援
チ
ー
ム
（
茨
城
・
群
馬
・
関
東
・
東

海
・
関
西
・
九
州
）〉
清
掃
、入
荷
商
品
の
検
品
・

仕
分
け
、
ス
ト
ッ
ク
整
理
、
店
頭
品
出
し
な
ど

ア
パ
レ
ル
企
業
の
特
例
子
会
社

各
拠
点
に
サ
ポ
ー
ト
体
制

★本誌では通常「障害」と表記しますが、株式会社アダストリア・ゼネラルサポート様のご希望により「障がい」としています

群馬サポートセンターで定着支援を
担当する岩﨑美恵子さん

全国７拠点にジョブコーチなどの支援担当者を配置

入社後は一定期間の定着支援を経て、ナチュラルサポートへ移行

柔軟な人事制度や褒賞金、復帰支援などで働き続けられる環境づくり

各拠点に支援体制、
ナチュラルサポート移行も
― 株式会社アダストリア・ゼネラルサポート

群馬サポートセンター（群馬県）―
アパレル企業の特例子会社では、全国の各拠点に支援体制を整え、
現場と連携しながらナチュラルサポートへの移行も図っている。

1
2
3

POINT
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・�

身
体
障
が
い
２
人
、
知
的
障
が
い
28
人
、
精

神
障
が
い
54
人
／
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
3
人
、
障

害
者
職
業
生
活
相
談
員
14
人
、
精
神
・
発
達

障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
7
人
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ⓡ

検
定
Ⅱ
種
3
人

※�

こ
の
ほ
か
、
本
部
に
精
神
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
1
人
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。

　
採
用
は
基
本
的
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
経
由
し

て
行
っ
て
い
る
が
、
日
ご
ろ
か
ら
各
地
の
就
労
移

行
支
援
事
業
所
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
と
の
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ア
パ
レ
ル
や
物
流
の

仕
事
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
利
用
者
や
生
徒
が

い
た
ら
、
そ
の
つ
ど
紹
介
を
受
け
、
職
場
見
学

や
実
習
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

見
学
・
実
習
を
経
て
、
入
社
後
は
各
業
務
の

チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど

定
着
支
援
担
当
者
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
連
携

し
て
、
職
場
環
境
に
慣
れ
、
作
業
の
習
得
が
で

き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
個
々
の
特

性
を
把
握
し
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
指
導
を

心
が
け
、
作
業
の
独
り
立
ち
を
目
ざ
し
て
い
く
。

ま
た
、
一
緒
に
働
く
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
存
在

が
大
き
く
、
仲
間
と
し
て
快
く
受
け
入
れ
て
く

れ
る
。
こ
う
し
て
現
場
で
は
徐
々
に
ナ
チ
ュ
ラ

ル
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
て
い
く
そ
う
だ
。

社
内
に
は
保
健
師
に
よ
る
相
談
窓
口
も
設
置

さ
れ
て
お
り
、
だ
れ
で
も
、
障
が
い
に
つ
い
て

質
問
し
た
り
、
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、
岩

﨑
さ
ん
は
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
浸
透
さ

せ
る
た
め
に
、
現
場
の
管
理
職
や
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
組
織
の
ト
ッ
プ
に
き
ち
ん
と
障
害

の
あ
る
従
業
員
の
状
況
を
理
解
し
て
お
い
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

日
ご
ろ
か
ら
、
会
議
な
ど
を
活
用
し
て
現
状
や

方
針
な
ど
を
継
続
し
て
伝
え
て
き
ま
し
た
」
と

語
る
。

一
方
で
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
各
拠
点
の
セ
ン
タ
ー
長
や
定
着
支
援
担
当

者
、保
健
師
ら
が
毎
月
集
ま
り「
定
着
支
援
共
有

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
い
て
い
る
。
個
別
事
案

な
ど
に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
ほ
か
、
勉
強
会

な
ど
を
通
し
て
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
て

い
る
そ
う
だ
。

　
今
回
訪
れ
た
群
馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

お
も
に
事
務
支
援
と
物
流
支
援
、
店
舗
支
援
の

３
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
店
舗
支
援
業
務
に
つ
い
て
は
２
０

１
９
年
、
群
馬
エ
リ
ア
で
初
め
て
2
人
が
２
店

舗
に
配
属
さ
れ
た
。
そ
の
１
人
が
、
２
０
１
６

年
４
月
に
入
社
し
た
佐さ

瀬せ

博ひ
ろ

紀き

さ
ん
だ
。
勤
務

先
は
高
崎
市
に
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設

内
の
店
舗
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
ー
ク
」。
取
材
時
、

バ
ッ
ク
ル
ー
ム
で
商
品
の
検
品
・
仕
分
け
作
業

を
し
て
い
た
佐
瀬
さ
ん
は
、
お
店
の
雰
囲
気
そ

の
ま
ま
の
お
し
ゃ
れ
な
格
好
で
迎
え
て
く
れ
た
。

佐
瀬
さ
ん
は
、
大
学
時
代
の
就
職
活
動
中
に

体
調
を
崩
し
て
入
院
し
、
そ
の
と
き
に
統
合
失

調
感
情
障
が
い
と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
。
就
労

移
行
支
援
事
業
所
に
通
い
、
埼
玉
県
熊
谷
地
方

庁
舎
北
部
教
育
事
務
所
で
の
約
９
カ
月
間
の
有

期
雇
用
就
労
を
経
て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
に
入
社
し
た
。

入
社
後
す
ぐ
は
事
務
を
担
当
し
て
い
た
佐
瀬

さ
ん
だ
が
、
慎
重
に
な
る
あ
ま
り
、
同
じ
作
業

に
つ
い
て
毎
日
確
認
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
そ
う
だ
。
そ
こ
で
職
場
の
上
司
と
相
談
し
、「
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
メ
モ
し
て
、
1
日
1
回
15
分

の
質
問
タ
イ
ム
に
ま
と
め
て
聞
く
」
と
い
う
ル
ー

ル
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
、
作
業
効
率
が
ぐ
ん
と

ア
ッ
プ
し
た
。
佐
瀬
さ
ん
は
「
少
し
時
間
を
置

い
て
、
落
ち
着
い
て
質
問
内
容
を
整
理
す
る
こ

と
で
、
全
体
を
見
直
せ
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

現
在
、
佐
瀬
さ
ん
の
定
着
支
援
を
担
当
す
る

群
馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
皆み
な

川が
わ

聖せ
い

成な

さ
ん
は
、

「
彼
は
向
上
心
が
あ
る
の
で
、
新
し
い
仕
事
に

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
佐
瀬
さ
ん
自
身
も
、

バ
ッ
ク
ル
ー
ム
の
環
境
整
備
に
向
け
た
改
善
策

定
着
支
援
か
ら

ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ

「
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
の
店
長
」

佐瀬さんが働く「グローバルワーク」の店舗 バックルームで検品・仕分けを行う佐瀬さん 店舗で働く
群馬サポートセンターの佐瀬博紀さん

群馬サポートセンター長の
下山貴男さん
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を
店
長
に
率
先
し
て
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
ご
ろ
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
事
務
所
に
い
る
皆
川
さ
ん

は
、
佐
瀬
さ
ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
談
す
る
ほ

か
、
業
務
改
善
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
事
務

所
に
“
模
擬
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
”
を
つ
く
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
画
面
を
通
し
て
「
こ
ん
な
整
理
方
法
が

あ
り
ま
す
よ
。
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
わ
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
そ
う

だ
。店

長
を
務
め
る
山や
ま

岸ぎ
し

勇ゆ
う

太た

さ
ん
は
、「
佐
瀬

さ
ん
が
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
の
業
務
を
し
て
く
れ
る

こ
と
で
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
接
客
な
ど
に
集

中
で
き
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

山
岸
さ
ん
は
、
佐
瀬
さ
ん
の
こ
と
を
「
バ
ッ
ク

ル
ー
ム
の
店
長
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
。

「
彼
に
と
っ
て
は
、
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
“
お
客

さ
ん
”
で
す
。
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
で
商
品
を
ど
う

並
べ
た
ら
ス
タ
ッ
フ
が
見
や
す
く
手
に
取
り
や

す
い
か
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
業
務
の
ク
オ
リ

テ
ィ
向
上
を
目
ざ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

佐
瀬
さ
ん
は
入
社
翌
年
か
ら
毎
年
、地
方
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
種
目
や
オ

フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
種
目
に
挑
戦
し
て
い
る
。

あ
る
日
、
職
場
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
ポ
ス
タ
ー

を
見
て「
見
学
し
て
み
た
い
」と
話
し
た
と
こ
ろ
、

周
囲
か
ら
「
だ
っ
た
ら
出
場
し
な
よ
」
と
背
中

を
押
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
参
加
を
重

ね
る
な
か
、
競
技
中
に
必
要
な
仕
事
の
段
取
り

や
確
認
作
業
な
ど
は
、
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
作
業
と

相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
気
づ
い
た
と
い
う
。

「
収
納
す
る
商
品
が
多
く
て
心
が
折
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
、
ふ
と
『
い
ま
の
状
況
、
競
技

中
に
似
て
い
る
な
』
と
感
じ
ま
す
。『
ま
ず
は
落

ち
着
い
て
考
え
て
、
分
類
し
よ
う
』
な
ど
と
持

ち
直
し
、
後
に
な
っ
て
『
こ
の
作
業
の
技
は
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
使
え
る
か
も
』
と
う
れ
し

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

Ａ
Ｇ
Ｓ
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
毎
年
20
～
30

人
が
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
い
る

ほ
か
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
数
人
が

出
場
し
て
い
る
と
い
う
。
会
社
と
し
て
も
積
極

的
に
応
援
す
る
意
味
を
込
め
て
、
受
賞
者
だ
け

で
な
く
参
加
者
に
も
褒
賞
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　
上
信
越
自
動
車
道
の
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ア
ダ

ス
ト
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の
物
流
拠
点
「
ア
ダ
ス
ト

リ
ア
藤
岡
D
C
」（
以
下
、「
藤
岡
D
C
」）
が
あ

る
。
こ
こ
の
２
階
に
入
っ
て
い
る
群
馬
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
で
唯
一
、
物
流
支
援
業
務
を

行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め

る
下し
も

山や
ま

貴た
か

男お

さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
も
、
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
物

流
の
繁
忙
期
に
藤
岡
D
C
へ
単
発
的
に
手
伝
い

に
来
て
い
た
の
で
す
が
、
２
０
２
１
年
に
、
群
馬

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所
が
高
崎
か
ら
移
転

し
、
藤
岡
D
C
と
同
じ
建
物
に
入
っ
た
こ
と
を

機
に
、
日
常
的
な
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

と
説
明
す
る
。

広
い
倉
庫
内
の
1
階
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」

と
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
従
業
員
ら
が
一
緒
に
な
っ
て
、
全

国
の
各
店
舗
に
送
る
商
品
の
分
配
作
業
を
行
っ

て
い
た
。
こ
の
現
場
は
知
的
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
が
多
い
が
、班
長
に
な
っ
て
み
ん
な
を
リ
ー

ド
す
る
従
業
員
が
数
人
い
る
そ
う
だ
。

別
の
Ａ
Ｇ
Ｓ
チ
ー
ム
は
、
商
品
用
の
布
サ
ン

プ
ル
整
理
や
段
ボ
ー
ル
解
体
、
清
掃
な
ど
軽
作

物
流
拠
点
を
支
え
る

佐瀬さんが働く「グローバルワーク」の店舗物流拠点の「アダストリア藤岡DC」

藤岡DCでの商品分配作業

佐瀬さんの定着支援を担当する
群馬サポートセンターの皆川聖成さん

「グローバルワーク」店長の
山岸勇太さん

群馬サポートセンター長の
下山貴男さん
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業
を
担
当
し
て
い
る
が
、
最
近
、
メ
ー
ル
便
の

仕
分
け
や
販
促
品
の
セ
ッ
ト
組
み
作
業
な
ど
も

任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
緯
に
つ
い
て
岩

﨑
さ
ん
が
話
す
。

「
あ
る
と
き
チ
ー
ム
の
１
人
か
ら
、『
仕
事
に

飽
き
ま
し
た
』
と
い
う
声
を
聞
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
意
欲
の
あ
る
従
業
員
を
中
心
に
新

し
い
仕
事
に
ト
ラ
イ
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

任
せ
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
」

　
藤
岡
Ｄ
Ｃ
に
は
、
各
店
舗
か
ら
返
送
さ
れ
て

く
る
商
品
も
あ
る
。
陳
列
中
に
キ
ズ
な
ど
が
つ

い
た
り
し
て
販
売
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
だ
。

こ
う
し
た
商
品
は
こ
れ
ま
で
費
用
を
か
け
て
処

分
し
て
い
た
が
、
２
０
２
１
年
か
ら
、
比
較
的

状
態
の
よ
い
も
の
を
選
び
社
内
販
売
す
る
新
た

な
事
業
を
始
め
た
。
下
山
さ
ん
は
「
も
と
も
と

社
内
の
割
引
制
度
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
Ｂ
級

品
販
売
は
、
少
し
の
キ
ズ
さ
え
気
に
し
な
け
れ

ば
非
常
に
安
く
購
入
で
き
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ

会
社
の
み
な
さ
ん
に
た
い
へ
ん
好
評
で
す
」
と

手
ご
た
え
を
語
る
。

商
品
の
仕
分
け
か
ら
撮
影
、
従
業
員
向
け
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
登
録
ま
で
を
倉
庫
の
一
角
で
行
っ
て

い
る
。
特
設
バ
ー
ゲ
ン
会
場
の
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
洋
服
が
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
ら
れ
て
並
び
、

脇
に
は
五
つ
の
撮
影
ブ
ー
ス
と
パ
ソ
コ
ン
を
設

置
。
商
品
１
点
ご
と
に
小
さ
な
キ
ズ
な
ど
が
わ

か
る
よ
う
数
カ
ッ
ト
撮
影
さ
れ
、
１
日
３
０
０

点
ほ
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
現

場
に
は
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
６
人
が
配
属
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
１
人
、
松ま
つ

井い

映え
い

二じ

さ
ん
は
、
事
業
立
ち

上
げ
に
合
わ
せ
て
２
０
２
１
年
２
月
に
入
社
し

た
。
松
井
さ
ん
は
３
年
ほ
ど
前
、
転
居
で
環
境

が
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
鬱う
つ

病
を
わ
ず
ら
い
、
病

院
で
初
め
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）

と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
。「
そ
れ
ま
で
自
覚
が
な

い
ま
ま
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
き
た
の
で
す

が
、
長
く
安
定
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
」。
就
労
移
行
支
援
事
業
所
で
就
職

活
動
を
し
た
と
き
も
、「
一
般
の
職
場
だ
と
自
分

の
障
が
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
が
か
ぎ
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
余
計
な
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
な
い
よ
う
、
職
場
全
体
に
理
解
の
あ
る

特
例
子
会
社
を
探
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

松
井
さ
ん
と
一
緒
に
働
く
群
馬
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
小こ

松ま
つ

愛あ
い

子こ

さ
ん
は
、
「
一
度
に
多

く
の
こ
と
を
指
示
す
る
と
『
何
か
ら
や
れ
ば
い

い
ん
で
し
た
っ
け
？
』
と
混
乱
す
る
様
子
だ
っ

た
の
で
、
少
し
ず
つ
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
得
意
で
、
ほ
か

の
人
に
教
え
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
チ
ー
ム
内
の
管
理
業
務
も
お
願
い
し
た
い

で
す
ね
」
と
信
頼
を
寄
せ
る
。

松
井
さ
ん
自
身
は
「
作
業
内
容
が
突
然
変
わ

る
と
、
も
の
す
ご
く
緊
張
す
る
の
で
す
が
、
少

し
ず
つ
鍛
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
ね
。
障
が
い
を

理
解
し
て
も
ら
え
て
い
る
安
心
感
が
大
き
い
で

す
。
以
前
は
“
報
・
連
・
相
”
が
あ
ま
り
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
ち
ゃ
ん
と
反

応
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
る
。

「
今
後
は
商
品
の
撮
影
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ

加
工
や
備
品
管
理
な
ど
も
覚
え
て
、
チ
ー
ム
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
松
井
さ
ん

は
、
早
く
も
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
計
算

種
目
へ
の
挑
戦
を
決
め
て
い
る
そ
う
だ
。

　
群
馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
物
流
支
援
ア
シ
ス

タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
内な
い

藤と
う

丘た
か
し

さ
ん
は
「
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一
緒
に
働
く
う
え

で
、い
か
に
作
業
を
簡
素
化
す
る
か
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
掲
示
す
る
文
章
を

シ
ン
プ
ル
な
表
現
に
し
た
り
、
商
品
の
処
理

コ
ー
ド
を
統
一
化
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
工
夫

も
重
ね
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

「
作
業
で
本
人
が
あ
せ
る
よ
う
な
状
況
に
は
し

Ｂ
級
品
の
社
内
販
売
業
務

拠
点
同
士
の
人
的
補
充
も

撮影ブースに商品をセットし撮影を行う松井さん 販促品のセット組み作業藤岡DCで働く
群馬サポートセンターの松井映二さん
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た
く
な
い
の
で
、
仕
組
み
の
な
か
で
効
率
を
生

み
出
し
つ
つ
、
得
意
な
と
こ
ろ
を
伸
ば
せ
る
適

材
適
所
を
考
え
て
い
ま
す
。
手
先
の
器
用
な
人
、

機
械
が
苦
手
な
人
も
い
ま
す
か
ら
、
チ
ー
ム
内

で
の
業
務
の
切
り
分
け
や
メ
ン
バ
ー
入
れ
替
え

も
柔
軟
に
行
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
下
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
同
じ
倉
庫
内
で

物
流
支
援
と
事
務
支
援
の
２
業
務
を
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
繁
忙
期
に
合
わ

せ
、
互
い
に
余
裕
の
あ
る
従
業
員
を
補
い
合
え

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
そ
う
だ
。
人
的
な
連
携
範

囲
は
全
国
各
地
に
お
よ
ぶ
。

「
デ
ー
タ
処
理
な
ど
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
事
務

は
、
山
形
や
福
岡
な
ど
の
拠
点
に
ヘ
ル
プ
を
頼

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
業
務
の
調
整
が
し
や
す

い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
セ
ン
タ
ー
長
の
週
次
会

議
で
予
定
な
ど
を
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
」

最
近
は
、ア
ダ
ス
ト
リ
ア
の
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー

ト
業
務
へ
の
参
画
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｇ

Ｓ
の
各
拠
点
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
専
門

ス
キ
ル
の
あ
る
従
業
員
が
増
え
て
き
た
か
ら
だ
。

下
山
さ
ん
自
身
、
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
の
シ
ス
テ
ム

部
門
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
互
い
に

相
談
し
や
す
い
環
境
も
奏
功
し
て
い
る
。
下
山

さ
ん
は
「
シ
ス
テ
ム
支
援
業
務
が
拡
大
す
れ
ば
、

『
在
宅
勤
務
な
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
働
け
る
』

と
い
う
人
も
採
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

と
先
を
見
す
え
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｓ
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
向
け

の
人
事
制
度
も
柔
軟
に
変
え
て
き
た
。
以
前
は
、

時
給
制
の
有
期
雇
用
社
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

契
約
社
員
を
経
て
正
社
員
登
用
へ
の
道
筋
が
つ

い
て
い
た
。だ
が
、
障
が
い
の
あ
る
正
社
員
の
就

業
規
則
な
ど
が
一
般
社
員
と
同
じ
だ
っ
た
た
め
、

「
登
用
さ
れ
て
も
、
ほ
か
の
社
員
と
同
じ
よ
う
に

働
く
の
で
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
」
と
い
っ

た
不
安
の
声
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
３
年
前
か
ら
、

限
定
正
社
員
制
度
を
導
入
。
転
勤
が
な
く
、
労

働
時
間
も
一
日
６
時
間
か
ら
勤
務
可
能
だ
。
育

児
休
業
や
子
育
て
期
間
の
短
時
間
勤
務
な
ど
の

制
度
も
利
用
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
有
期
雇
用
社

員
向
け
に
皆
勤
賞（
賞
状
と
特
別
手
当
）も
あ
る
。

近
年
は
、
休
職
か
ら
の
復
帰
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
産
業
医
と
密
に
連
携
し
、
本
人

と
の
面
談
を
重
ね
な
が
ら
、
復
帰
に
合
わ
せ
て

生
活
記
録
表
な
ど
を
つ
け
て
も
ら
い
、
徐
々
に

職
場
復
帰
で
き
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
と

い
う
。「
職
場
に
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
休
職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
職
場
復
帰
率
は
か
な
り
高
い
と
自
負
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
岩
﨑
さ
ん
。「
せ
っ
か
く

縁
あ
っ
て
入
社
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
か
ら
、

ど
の
従
業
員
も
、
意
欲
的
に
長
く
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
」
と
力
を
込
め
る
。

　
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
が
一
緒
に
働
く
職
場

が
増
え
て
き
た
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
で
は
、
商
品
開

発
で
も
大
き
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
信

だ
。
社
内
の
公
募
企
画
を
き
っ
か
け
に
２
０
２

１
年
か
ら
「Play fashion! For A

LL

～
す

べ
て
の
人
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
楽
し

め
る
社
会
を
創
る
」
と
い
う
新
し
い
理
念
を
掲

げ
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
や
低
身
長
、
入
院
中
の

人
の
視
点
を
も
と
に
、
洋
服
や
パ
ジ
ャ
マ
の
デ

ザ
イ
ン
提
案
を
始
め
た
。

Ａ
Ｇ
Ｓ
で
は
、
障
が
い
や
持
病
の
あ
る
従
業

員
ら
が
企
画
に
参
加
し
、
モ
デ
ル
と
し
て
も
協

力
し
た
。
完
成
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
商
品
は
、
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の

公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ス
ト
ア
で
昨
年
販
売
し
、
特
設
サ

イ
ト
で
開
発
の
経
緯
な
ど
も
公
開
。
い
ま
は
Ａ

Ｇ
Ｓ
で
働
く
当
事
者
の
声
を
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
集
め
、
既
存
の
商
品
の
な
か
か
ら
「
ウ
ォ
ッ

シ
ャ
ブ
ル
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
障
が
い
や
病

気
の
あ
る
方
に
も
着
や
す
い
服
を
提
案
し
て
い

る
。
今
後
も
Ａ
Ｇ
Ｓ
従
業
員
の
声
を
商
品
開
発

に
活
か
し
て
い
く
と
い
う
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
商
品
を
開
発

人
事
制
度
も
柔
軟
に

松井さんをサポートする
群馬サポートセンターの小松愛子さん

群馬サポートセンター
物流支援アシスタントマネジャーの内藤丘さん
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第 5回第 5回

はじめてのはじめての
障害者雇用Ⅱ障害者雇用Ⅱ
　これから障害者雇用に取り組もうとしているみなさまへの入門企画とし
て、障害のある人が働きやすい職場環境を整えるために、どのようなこと
を行っていったらよいのか、取組み方法や事例を紹介します。第５回は、
「精神障害・発達障害のある人」が働きやすい職場づくりについてお伝え
します。

クローズクローズ
アップアップ

〈
精
神
障
害
と
は
〉

「
統
合
失
調
症
」
、「
そ
う
う
つ
病
（
「
そ

う
病
」
お
よ
び
「
う
つ
病
」
を
含
む
）
」
、

「
て
ん
か
ん
」
な
ど
の
精
神
疾
患
が
あ
り
、

生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
障
害
の
こ

と
で
す
。
統
合
失
調
症
で
は
幻
覚
や
感
情

鈍
麻
、
そ
う
う
つ
病
で
は
そ
う
状
態
と
う

つ
状
態
が
く
り
返
し
出
現
す
る
な
ど
、
疾

患
ご
と
に
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

〈
職
場
に
お
け
る
配
慮
事
項
〉

　

疾
患
が
同
じ
で
も
、
症
状
の
程
度
や
特

性
は
個
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ

の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
配
慮

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
「
職
務
の
設
定
」
や

「
指
示
の
出
し
方
や
教
え
方
」
の
ほ
か

に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「
健

康
管
理
」
の
配
慮
な
ど
も
求
め
ら
れ
ま

す
。

〈
発
達
障
害
と
は
〉

「
自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ

の
ほ
か
の
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
」、

「
学
習
障
害
」
、「
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
」
、
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
の

こ
と
で
す
。
対
人
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
困
難
が
生
じ
る
、
強
い
こ
だ
わ

り
が
あ
る
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
が
あ
り
ま
す
。

〈
職
場
に
お
け
る
配
慮
事
項
〉

「
業
務
の
指
示
方
法
」
や
「
作
業
環

境
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
休
暇
・

休
憩
」
な
ど
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
す
べ
て
の
方
に
同
じ
配
慮
が
有
効
と

は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
、
本
人
と
話
し
合
っ

た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
の

が
適
切
な
の
か
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

～障害のある人が働きやすい職場づくり～～障害のある人が働きやすい職場づくり～

　

株
式
会
社
百
五
銀
行
の
特
例
子
会
社
と

し
て
、
文
書
保
管
や
用
度
品
取
扱
な
ど
の
親

会
社
の
後
方
支
援
業
務
を
に
な
う
百
五
管
理

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
で
は
、２
０
２
２（
令
和

４
）年
６
月
１
日
現
在
、
６
人
の
精
神
障
害
・

発
達
障
害
の
あ
る
社
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
を｢

チ
ャ

レ
ン
ジ
ド
（
=
前
向
き
に
挑
戦
す
る
人
）
」

と
呼
び
、
ほ
か
の
社
員
と
と
も
に
働
け
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

｢

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
障
害
者
雇
用

に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
、
特
例
子
会
社

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
初
め
は
知
的
障
害

の
あ
る
社
員
５
人
の
体
制
で
し
た
が
、
銀
行

業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
流
れ
を
受
け
て
、

新
規
業
務
開
発
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

２
０
１
８
年
以
降
は
、
精
神
障
害
・
発
達
障

害
の
あ
る
社
員
の
雇
用
に
も
、
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た｣

と
、
代
表
取
締
役
の

森も
り

永な
が

豊ゆ
た
か

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

精
神
障
害
・
発
達
障
害
の
特
性
と
配
慮
す
る
ポ
イ
ン
ト

事
例

精神・
発達障害

2
0
1
8
年
か
ら

精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る
社
員
を
採
用

● 環境調整用具
 （パーテーション、ヘッドホン）
  周囲の環境に影響を受けやすい方の
視覚的・聴覚的な刺激を軽減するた
めの用具。ヘッドホンは、装着した
まま側面のスイッチを押すと周囲の
音を聞くことができる。

● コミュニケーションエイド
  会話でのコミュニケーションが苦手
な人のための機器。文字盤をタッチ
ペンでタッチして語句をつくり発声
する機能や、いま行う活動、次に行
う活動など、見通しをたてるための
スケジュール機能、タイマー機能な
どがある。

発達障害者のための
就労支援機器の例

百
五
管
理
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
三
重
県
津
市
）

◆
事
業
内
容　

銀
行
文
書
の
保
管
・
管
理
業
務
、
銀
行
用
度
品
の

取
扱
業
務
ほ
か

◆
従
業
員
数　

54
人
（
う
ち
障
害
の
あ
る
社
員
28
人
：
知
的
障
害

21
人
、
身
体
障
害
１
人
、
精
神
・
発
達
障
害
６
人
）

　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
２
年
６
月
１
日
現
在
）
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  ｢

そ
の
き
っ
か
け
は
、
交
通
事
故
で
、
高
次

脳
機
能
障
害
を
負
っ
た
Ａ
さ
ん
で
し
た
。
短

期
記
憶
を
保
持
し
づ
ら
く
、
脳
の
疲
労
を
感

じ
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、

能
力
が
高
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ
ル
を
お
持

ち
で
し
た
の
で
、
支
援
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
、
環
境
を
整
え
雇
用
に
至
り
ま

し
た
。
本
人
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
す
れ
ば
、

障
害
の
あ
る
社
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と

が
わ
か
り
、
以
降
、
精
神
・
発
達
障
害
の
あ

る
方
に
採
用
を
拡
げ
て
き
ま
し
た｣

　　

精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る
社
員
の
雇
用
に

あ
た
っ
て
は
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。森
永
さ
ん
は
、「
人
に
よ
っ

て
特
性
は
異
な
り
ま
す
が
、
精
神
・
発
達
障

害
の
あ
る
社
員
に
は
、
疲
れ
や
す
く
集
中
力

が
途
切
れ
や
す
い
、
薬
の
副
作
用
に
よ
り
眠

く
な
る
こ
と
が
あ
る
、
家
庭
や
友
人
な
ど
職

場
以
外
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
仕
事

に
影
響
を
及
ぼ
し
や
す
い
、
な
ど
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、
発
達
障
害
の
あ
る
社

員
は
口
頭
で
の
指
示
が
理
解
し
づ
ら
か
っ
た

り
、
声
が
小
さ
く
、
返
事
な
ど
の
反
応
が
わ

か
り
づ
ら
い
、
ミ
ス
を
し
た
り
対
応
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
な

ど
の
様
子
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

と
い
い
ま
す
。

　

特
性
に
応
じ
、
例
え
ば
あ
る
社
員
に
は
、

専
用
の
「
作
業
日
誌
」
を
作
成
し
、
毎
朝
、

体
調
や
服
薬
状
況
、
検
温
結
果
な
ど
を
記

入
、
そ
の
日
の
体
調
に
合
っ
た
業
務
内
容
と

業
務
量
を
相
談
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
誌

は
各
項
目
に
〇
を
つ
け
る
形
式
と
し
、
記
入

す
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
ま
り
広
く
せ
ず
シ
ン
プ

ル
に
し
て
、
記
入
に
負
担
を
感
じ
さ
せ
な
い

よ
う
工
夫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
て
、
一
人
で
気
兼
ね
な
く
休
め
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

の
入
力
作
業
の
際
に
、
周
囲
の
社
員
の
言
動

（
独
り
言
や
貧
乏
ゆ
す
り
）
が
気
に
な
り
、

集
中
し
に
く
い
社
員
が
い
た
こ
と
か
ら
、
作

業
デ
ス
ク
を
机
上
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
囲
っ

て
、
集
中
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

休
憩
や
作
業
中
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
で
、
業
務
に
集
中
し
て
効
率
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
早
退
や
体
調

不
良
に
よ
る
連
続
し
た
休
暇
取
得
が
少
な
く

な
る
な
ど
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

障
害
の
あ
る
社
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て

は
、
１
～
２
週
間
の
職
場
実
習
で
職
場
や
業

務
と
の
相
性
を
見
き
わ
め
た
の
ち
に
、
１
年

間
ほ
ど
を
養
成
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

  ｢
精
神
障
害
の
あ
る
方
は
、
季
節
ご
と
の
体

調
の
波
が
大
き
い
の
で
、
１
年
を
通
じ
た
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
、
四
季
を
通

じ
た
様
子
を
確
認
し
、
必
要
な
配
慮
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す｣

と
森
永
さ
ん
。

　

ま
た
、
「
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
」

（
※
１
）
を
活
用
し
な
が
ら
、
当
機
構
の
障
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
（
※
２
）

も
あ
わ
せ
て
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

  ｢

入
社
後
３
カ
月
か
ら
半
年
間
、
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
当
社
に
所

属
す
る
企
業
在
籍
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
ペ
ア

支
援
に
よ
り
、
職
場
へ
の
適
応
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る
人

の
障
害
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
は
む
ず
か
し
い
側

面
が
あ
る
た
め
、
専
門
家
の
助
言
や
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
」

　　

社
員
に
は
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
登
録
を
入
社
時
に
す
す
め
て
お
り
、

入
社
後
は
支
援
員
に
定
期
的
に
面
談
に
来
て

も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
日
の

体
調
や
悩
み
な
ど
を
日
誌
や
ノ
ー
ト
に
書
い

て
相
談
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
役
員
が
３

カ
月
ご
と
に
定
期
面
談
を
行
い
、
業
務
や
職

場
の
環
境
、
体
調
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

り
し
て
、
個
々
の
状
況
や
要
望
に
合
わ
せ
て

可
能
な
範
囲
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
通
院
の

た
め
に
年
に
２
日
の
特
別
休
暇
が
取
れ
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。
森
永
さ
ん
が
語
り
ま
す
。

  ｢

障
害
の
あ
る
社
員
の
職
場
定
着
に
あ
た
っ
て

は
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
た
“
居
場
所
”
と
そ
の
人
が
活
躍

で
き
る
“
出
番
”
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
相
手
を
よ
く
理
解

す
る
こ
と
と
、
と
も
に
働
く
社
員
に
も
障
害

特
性
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
須
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

※ 1  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/shougai_trial.html
※ 2  https://www.jeed.go.jp/disability/person/job01.html

各項目に〇をつける形式の作業日誌

障害のある社員の執務フロア内に設置さ
れた、半個室の休憩スペース。パーテー
ションの高さや位置は、社員が急に不調
になることも想定して、管理者から様子
が見えるように調整した

データ入力作業スペースにも、パーテー
ションを設置。作業に集中しにくい場合
には、パーテーションに ｢声をかけないで
ください」と書かれた注意書きを掲示する

役員による面談を 3カ月ごとに実施。状
況や要望などをヒアリングし、必要な配
慮などを検討している

半個室の休憩スペースデータ入力作業に集中しやすい
デスク環境

定期面談の様子

（写真提供：百五管理サービス株式会社）

ス
ト
レ
ス
な
く
業
務
が
行
え
る

環
境
を
整
備

障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
や

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
を
利
用

定
期
的
な
面
談
で
、

メ
ン
タ
ル
面
を
サ
ポ
ー
ト
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ホームページ「障害者雇用事例リファレンスサービス」 

　2016（平成28）年４月から、事業主には、障害者の募集・採用時および採用後に､障害の特性や本人の
希望・ ニーズに応じて個別に配慮する『合理的配慮の提供 』が義務づけられています。
　しかし、「どのような配慮をすればよいのかわからない」という事業主の方や、「企業から相談されたが、
どのような支援を行えばよいか迷う」という支援機関の方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　当機構が運営するホームページ「障害者雇用事例リファレンスサービス」では、実際に『合理的配慮の提
供』を行っている企業の事例（合理的配慮事例）を紹介しています。また、そのほかにも、さまざまな創
意工夫を行い障害者雇用に積極的に取り組んでいる企業の事例（モデル事例）を掲載しています。
　今後も 、企業や支援機関のみなさまに役立つ事例を追加掲載していきますので、ぜひご利用ください。

    ＜利用者アンケートから>
・「募集・採用、定着までの
     経緯を知ることができた」

・「障害者の担当業務を写真
     で知ることができた」

「障害者雇用事例リファレンスサービス」では、よりよいサービスの提供のため、みなさまのご意見等をおうかがいしています。
ホームページからアンケートへのご協力をお願いいたします。

合理的配慮事例を検索する場合は、
こちらのチェック欄を選択してください。

ＪＥＥＤ　リファレンス 検索

ホームページ
で検索
できます！

“事例で見る”  “動画で見る”　　 『障害のある方への合理的配慮の提供』

業種や従業員規模、障
害種類別などの条件を
設定して事例を検索す
ることができます。

参考例

Q R コードはこちら

J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～
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　障害者雇用に関する豊富な経験や知識を有する障害者雇用支援ネットワークコーディネーターが、企業の
規模・業種の特性に応じた雇用管理や『合理的配慮の提供』などに関する相談・援助を行っています。

例えば…
　・障害者の従事する職務を用意するにはどうしたらよいか
　・賃金体系や就業規則、採用後の処遇、昇進昇格などはどのようにしたらよいか
　・採用後の職場定着、健康管理において配慮することは何か
　・特例子会社を設立したいが、どのように準備を進めたらよいか
　・障害者雇用を進めている他社の状況を知りたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　まずは中央障害者雇用情報センターにお問い合わせください。
　　　　　　TEL：03-5638-2792　　　E-mail：syougai-soudan@jeed.go.jp

J E E D 　 みんな輝く 検索

動画「みんな輝く職場へ ～事例から学ぶ 合理的配慮の提供～」

　「合理的配慮とは何か」、「どのように取り組めばよいか」と疑問をお持
ちの事業主の方にもわかりやすく、『合理的配慮の提供』に関するポイント
の解説などを紹介しています。
　当機構ホームページでご覧いただくことができるほか、関連するＤＶＤの
無料貸出しも行っていますので、ぜひご活用ください。

ホームページ
でご覧
ください！

【発達障害】企業在籍型ジョブコーチの活用

【視覚障害】就労支援機器の活用

障害種類別の取組みを専門家がわかりやすく解説しています。

【精神障害】社内相談支援体制の整備

TEL：043-297-9513　FAX：043-297-9547雇用開発推進部 雇用開発課
◆上記動画の内容およびＤＶＤ貸出し、「障害者雇用事例リファレンスサービス」に関するお問合せ

　中央障害者雇用情報センターのご案内

“事例で見る”  “動画で見る”　　 『障害のある方への合理的配慮の提供』

Q R コードはこちら

▼

J E E D  I N F O R M AT I O N
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J E E D   インフォメーション

当機構では、労働、福祉、医療、教育などの分野で障害のある方の就業支援を担当している
方を対象として、新たな課題やニーズに対応した知識・技術の向上を図るための「就業支援課
題別セミナー」を実施しています。

令和 4年度のテーマは、「中高年齢の障害者への支援」です。
みなさまの受講を心よりお待ちしています。

　日本は社会全体の高齢化が進んでおり、これにともない、中高年齢の求職者 · 在職者が増加するこ
とが見込まれています。障害者の就労場面においても、例外ではありません。在職中の障害者の加齢
にともなう能力低下や仕事へのモチベーション低下等が報告されており、支援機関に対する支援ニー
ズは今後一層高まっていくことが考えられます。
　そこで、本セミナーでは次の内容について取り扱います。
■ 中高年齢障害者の職業生活の再設計について
■ 中高年齢障害者の多様な働き方について

◎受講申込書・カリキュラム：当機構ホームページからダウンロードできます。
◎申込方法：  「就業支援課題別セミナー受講申込書」に必要事項を記入し、申込受付期間内にメール

（stgrp@jeed.go.jp）でお申し込みください。
（※ メールアドレスのドメインを変更しましたので、メールアドレスに誤りがないか、
ご確認のうえ、送信ください。）

◎申込受付期間：令和 4年 8月 24日（水）～ 9 月 28日（水）
◎受講決定の通知： 申込受付期間終了後、受講の可否についてメールにて通知します。

内容

お申込み

 労働、福祉、医療、教育などの関係機関において就業支援を担当する方

対象者

日程

オンラインによる開催を予定しております。

開催方法

職業リハビリテーション部 研修課 TEL：043-297-9095　E-mail：stgrp@jeed.go.jp　◎お問合せ先

2022年度（令和 4年度）　2022年度（令和 4年度）　
就業支援課題別セミナーのご案内就業支援課題別セミナーのご案内

検索就業支援課題別セミナー

令和4年11月2日（水）

受講料
無　料

URL：https://www.jeed.go.jp/disability/supporter/seminar/kadaibetsu.html
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写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

株式会社コネクト（東京都）株式会社コネクト（東京都）

店舗を支える戦力に店舗を支える戦力に

enherb（エンハーブ）　ルミネ新宿店
〒160-0023 東京都新宿区西新宿１-１-５ ルミネ１ ５F
TEL 03-6302-0482

株式会社コネクト
〒105-0012 東京都港区芝大門２-８-13 
                   サクセス芝大門ビル７F
TEL 03-5472-2351（代表）　FAX 03-5472-2358

取材先データ
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日
本
全
国
の
百
貨
店
や
商
業
施
設
に
あ
る
、
ハ
ー
ブ
専
門
店

「
ｅエ

ン

ハ

ー

ブ

ｎ
ｈ
ｅ
ｒ
ｂ
」
の
運
営
を
行
う
「
株
式
会
社
コ
ネ
ク
ト
」。

同
社
で
は
知
的
障
害
の
あ
る
社
員
２
人
が
活
躍
し
て
お
り
、
全

国
の
29
店
舗
に
発
送
す
る
書
類
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
制
作
、
各
店
舗
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
売
上
伝
票
の
入
力
作
業
、
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
確
認
作
業
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
な
ど
の
事
務
作
業
を
担
当

し
て
い
る
。

塚つ
か

本も
と

陽は
る

日か

さ
ん
は
、
特
別
支
援
学
校
在
学
時
の
イ
ン
タ
ー
ン

を
経
て
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
に
新
卒
採
用
と
し
て

入
社
し
た
。
塚
本
さ
ん
は
仕
事
に
つ
い
て
、「
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
確
認
作
業
で
、
店
舗
に
電
話
を
す
る
際
、
緊
張
で

何
を
話
せ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
話
す

こ
と
を
メ
モ
に
書
き
出
し
て
か
ら
電
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
。
関
係
企
業
か
ら
転
籍
し
て
き
た
岩い

わ

田た

樹き

実み

果か

さ
ん
は
塚
本
さ
ん
と
同
期
入
社
だ
が
、
実
務
経
験
が
あ
る
た
め
、

先
輩
と
し
て
塚
本
さ
ん
か
ら
頼
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。岩
田
さ
ん

自
身
も
、
後
輩
が
で
き
た
こ
と
が
成
長
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
い
う
。
売
上
伝
票
の
入
力
作
業
で
は
、「
お
金
に
か
か

わ
る
こ
と
な
の
で
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
な
ど
確
認
作
業

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

日
ご
ろ
、
本
社
で
の
事
務
作
業
を
通
し
て
店
舗
を
支
え
る
２

人
だ
が
、
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
働
く
こ
と
を
目
ざ
し
、

本
社
内
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い

る
。
こ
の
日
は
、
実
際
の
店
舗
で
の
作
業
を
見
学
し
、
開
店
準

備
作
業
の
一
部
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
塚
本
さ
ん
は
、「
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
、
き
び
き
び
と
働
く
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
あ
こ
が

れ
ま
す
」
と
話
す
。

現
在
、
株
式
会
社
コ
ネ
ク
ト
で
は
障
害
の
あ
る
社
員
の
サ
ポ
ー

ト
に
専
任
の
支
援
者
は
た
て
ず
、
社
員
全
員
が
支
援
に
あ
た
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
を
増
や
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
店
舗
支
援
に
あ
た
る
体
制
を
整
え
、
メ
ン
バ
ー
の

育
成
と
、
孤
立
さ
せ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
る
。

封をしたサンプル品に、内容表示シールを貼る 売上伝票の入力作業を行う塚本陽日さん（右）と岩田樹実果さん（左）

サンプル品の袋詰め作業

店舗で使用するPOPの切り出し作業
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テレワーク中の社員と連絡をとる岩田さん

ハーブの量、お湯の温度や量、蒸らす時間を、きちんと守ることが大事だという

実際の店舗で、試飲用のハーブティーを入れるトレーニング。試飲は、購入のきっかけとなるため、ていねいな仕事が求められる

来客にハーブティーを入れる塚本さん。店舗での仕事に向けての第一歩

日
本
全
国
の
百
貨
店
や
商
業
施
設
に
あ
る
、
ハ
ー
ブ
専
門
店

「
ｅエ

ン

ハ

ー

ブ

ｎ
ｈ
ｅ
ｒ
ｂ
」
の
運
営
を
行
う
「
株
式
会
社
コ
ネ
ク
ト
」。

同
社
で
は
知
的
障
害
の
あ
る
社
員
２
人
が
活
躍
し
て
お
り
、
全

国
の
29
店
舗
に
発
送
す
る
書
類
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
制
作
、
各
店
舗
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
売
上
伝
票
の
入
力
作
業
、
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
確
認
作
業
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
な
ど
の
事
務
作
業
を
担
当

し
て
い
る
。

塚つ
か

本も
と

陽は
る

日か

さ
ん
は
、
特
別
支
援
学
校
在
学
時
の
イ
ン
タ
ー
ン

を
経
て
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
に
新
卒
採
用
と
し
て

入
社
し
た
。
塚
本
さ
ん
は
仕
事
に
つ
い
て
、「
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
確
認
作
業
で
、
店
舗
に
電
話
を
す
る
際
、
緊
張
で

何
を
話
せ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
話
す

こ
と
を
メ
モ
に
書
き
出
し
て
か
ら
電
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
。
関
係
企
業
か
ら
転
籍
し
て
き
た
岩い

わ

田た

樹き

実み

果か

さ
ん
は
塚
本
さ
ん
と
同
期
入
社
だ
が
、
実
務
経
験
が
あ
る
た
め
、

先
輩
と
し
て
塚
本
さ
ん
か
ら
頼
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。岩
田
さ
ん

自
身
も
、
後
輩
が
で
き
た
こ
と
が
成
長
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
い
う
。
売
上
伝
票
の
入
力
作
業
で
は
、「
お
金
に
か
か

わ
る
こ
と
な
の
で
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
な
ど
確
認
作
業

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

日
ご
ろ
、
本
社
で
の
事
務
作
業
を
通
し
て
店
舗
を
支
え
る
２

人
だ
が
、
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
働
く
こ
と
を
目
ざ
し
、

本
社
内
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い

る
。
こ
の
日
は
、
実
際
の
店
舗
で
の
作
業
を
見
学
し
、
開
店
準

備
作
業
の
一
部
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
塚
本
さ
ん
は
、「
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
、
き
び
き
び
と
働
く
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
あ
こ
が

れ
ま
す
」
と
話
す
。

現
在
、
株
式
会
社
コ
ネ
ク
ト
で
は
障
害
の
あ
る
社
員
の
サ
ポ
ー

ト
に
専
任
の
支
援
者
は
た
て
ず
、
社
員
全
員
が
支
援
に
あ
た
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
を
増
や
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
店
舗
支
援
に
あ
た
る
体
制
を
整
え
、
メ
ン
バ
ー
の

育
成
と
、
孤
立
さ
せ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
る
。

岩田樹実果さん 塚本陽日さん
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店舗スタッフ（左）からハーブティーの説明を受ける。最初のステップは、ハーブに慣れ親しむことから

まずは、ハーブティーをグラム単位で量りながら袋詰めをする。彼女たちのサポートにより、店舗スタッフが接客により集中できる
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ど
ん
な
も
の
で
も
解
体
で
き
る
能
力
を
持
っ
た

利
用
者
さ
ん
が
い
る
。
い
す
や
テ
ー
ブ
ル
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た
と
え
大
き
な
機
械
で
も
彼

の
手
に
か
か
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
細
か
な
部

品
に
早
変
わ
り
。
地
域
か
ら
回
収
さ
れ
て
き
た

大
型
ゴ
ミ
を
分
別
・
分
解
し
、専
門
業
者
へ
と
販

売
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
大
活
躍
の
毎
日
だ
。

　

い
ま
で
こ
そ
彼
は
職
場
の
エ
ー
ス
格
と
し
て

信
頼
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
仕
事
に
就
く

前
は
入
所
施
設
の
あ
ら
ゆ
る
家
電
製
品
を
分
解

し
て
し
ま
う
問
題
児
だ
っ
た
と
い
う
。
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
こ
う
し
た
解
体
作
業
が
大
好
き

で
、
職
員
も
そ
の
行
動
に
は
手
を
焼
い
て
い
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、ふ
し
の
学
園
が
新
た
に

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と

き
で
あ
る
。
職
場
を
異
動
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
才
能
が
一
挙
に
開
花
し
た
の
だ
。
そ
れ
ま

で
は
家
電
を
分
解
す
る
と
怒
ら
れ
て
ば
か
り
い

た
彼
だ
が
、
職
場
で
は
ま
っ
た
く
逆
。「
こ
ん

な
に
み
ご
と
に
分
解
し
て
く
れ
た
」
と
褒
め

ら
れ
、
お
金
ま
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
場
で
彼
は
、
だ
れ
よ
り
も
う
れ
し
そ
う
に
分

解
作
業
に
勤い

そ

し
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
支
援
者
た
ち
は
何
を

学
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
潜
在
能
力
を
見
抜
く
技
術
を
磨

く
こ
と
の
大
切
さ
だ
と
思
う
。
た
と
え
一
般
的

に
は
評
価
さ
れ
な
い
行
動
で
あ
っ
て
も
、
切
り

口
を
変
え
る
と
ま
っ
た
く
違
っ
た
側
面
が
見
え

て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

　

る
ん
び
に
い
美
術
館
の
似
里
さ
ん
も
、
ふ
し

の
エ
コ
事
業
所
の
利
用
者
さ
ん
も
、
素
晴
ら
し

い
職
員
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
新
し
い

世
界
が
開
け
て
き
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
み
な

さ
ん
が
い
ま
か
か
わ
っ
て
い
る
障
害
の
あ
る
人

た
ち
に
も
、
と
ん
で
も
な
い
可
能
性
が
潜
ん
で

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
常
識
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
発
想
が
、
就
労
支
援
の
現
場
で

は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

突
き
つ
め
れ
ば
、
支
援
者
の
「
人
と
し
て
の

器
」
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
そ
れ
が
、
障

害
の
あ
る
人
の
未
来
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

岩
手
県
の
「
る
ん
び
に
い
美
術
館
」
に
は
、

優
れ
た
障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
数
在
籍
し

て
い
る
。
そ
の
一
人
が
似に

里さ
と

力ち
か
ら

さ
ん
だ
。
た
こ

糸
を
一
定
の
長
さ
に
切
り
そ
ろ
え
、
そ
れ
を
結

び
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
思
議
な
オ
ブ

ジ
ェ
を
生
み
出
し
て
い
く
。
も
と
も
と
彼
女
は

同
美
術
館
の
草
木
染
め
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い

て
、染
め
た
毛
糸
を
玉
状
に
巻
き
取
る
担
当
だ
っ

た
。
し
か
し
職
員
の
目
を
盗
ん
で
は
毛
糸
を
ハ

サ
ミ
で
切
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
結
ぶ
と
い
う

行
為
を
く
り
返
す
。
こ
れ
で
は
商
品
に
な
ら
な

い
の
で
何
度
も
注
意
す
る
の
だ
が
、
彼
女
は
悪い

た

戯ず
ら

を
や
め
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
姿
が
と
て
も

楽
し
そ
う
な
の
で
、
職
員
は
あ
き
ら
め
て
自
由

に
糸
結
び
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

す
る
と
、
ま
さ
に
水
を
得
た
魚
。
思
う
存
分

に
１
本
の
糸
を
切
っ
て
は
つ
な
ぐ
と
い
う
行
為

を
、
延
々
と
く
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
ん
な
経
緯
で
生
ま
れ
た
の
が
、「
糸
っ
子
」
と

呼
ば
れ
る
作
品
で
あ
る
。
じ
つ
に
摩ま

訶か

不ふ

思し

議ぎ

な
形
状
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
の
だ
が
、
あ
る
職
員
が

モ
ノ
は
試
し
と
「
岩
手
芸
術
祭
美
術
展
」
に
応

募
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
現
代
美
術
部
門
で
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
栄
冠
に
輝
い
た
。
ま
わ

り
に
は
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

糸
く
ず
の
塊
が
、美
術
館
の
立
派
な
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
に
展
示
さ
れ
、
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
専
門
家

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後

ず
っ
と
彼
女
は
ひ
た
す
ら
オ
ブ
ジ
ェ
を
つ
く
り

続
け
、
そ
れ
が
立
派
な
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
口
県
の
社
会
福
祉
法
人
ふ
し
の
学
園
「
ふ

し
の
エ
コ
事
業
所
」
に
は
、
ネ
ジ
回
し
１
本
で

多様で
ユニークな
支援のあり方

問
題
行
動
と

「
才
能
」は
、紙
一
重

Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表  

戸
原
一
男

摩
訶
不
思
議
な
糸
玉
が
、

現
代
ア
ー
ト
？

解
体
マ
ニ
ア
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
現
場
で
大
活
躍

職
員
に
必
要
な
の
は
、

「
才
能
」
を
見
い
だ
す
能
力

第3回

戸原一男（とはら かずお）
　約13年前から「SELP訪問ルポ」（日本
セルプセンターWEBサイト）や『月刊福祉』
（全国社会福祉協議会出版部）にて、290
カ所以上の障害者就労支援施設の取材記
事を連載する。施設職員を対象とした工賃
向上研修会の講師実績も多数。
　おもな著書として、『障害者の日常術』（晶
文社）、『障害者アートバンクの可能性』（中
央法規出版）、『パソコンで絵を保存しよう』
（日本エディタースクール出版部）、『ブレ
イブワーカーズ』（岩波ブックセンター）、
『はるはる日記』（Ｋプランニング）、ほか。
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株式会社新陽ランドリー
〒981-3221 宮城県仙台市泉区根

ねの

白
しろ

石
いし

判
はん

在
ざい

家
け

25-2　
TEL 022-376-5511

株式会社加藤福祉サービス
〒981-3221 宮城県仙台市泉区根白石判在家25-2　
TEL 022-352-7431

取材先データ

「社員は家族。
   ともに働き、幸せに生きる」

有限会社まるみ 取締役社長　三鴨岐子

Keyword：知的障害、グループホーム、生活時間、健康管理、スポーツ、就労継続支援Ｂ型事業所、
 　地域貢献、SDGs

写真：官野 貴

編集委員から
　障害のある人が就労を継続していくには、職場環境の整
備とともに、生活面の充実が重要だと感じる方は多いであ
ろう。しかし、会社以外の生活時間にどのように働きかける
かはむずかしい面も多く、どこから始めてよいかわからず、
まったく手つかずの企業もあるのではないだろうか。今回は
社員寮の設置から始まり、グループホームの経営へ発展し
た事例を取材した。個人の領域を守りつつも、ともに楽しく
過ごし、働いていくことについて考えていきたい。

編集委員が行く行く

株式会社新陽ランドリー、株式会社加藤福祉サービス（宮城県）
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み
で
あ
る
。
種
類
に
よ
っ
て
畳
み
方
が
違
う
の

だ
が
、
機
械
で
は
完
璧
に
き
れ
い
に
は
畳
め
な

い
の
で
、
社
員
さ
ん
が
確
認
し
な
が
ら
整
え
て

い
く
。
手
作
業
で
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
い
く
社

員
さ
ん
も
い
る
。次
の
部
屋
は
最
終
仕
分
け
、納

品
用
の
パ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
る
。
ど
の
工
程
も
障

害
の
あ
る
方
が
、
指
導
す
る
社
員
の
見
守
り
を

受
け
な
が
ら
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い

た
。

　

工
場
内
を
案
内
し
て
く
だ
さ
る
加
藤
さ
ん

が
、
大
き
な
声
で
全
員
に
声
を
か
け
な
が
ら
歩

い
て
い
く
。
そ
の
声
に
答
え
る
社
員
さ
ん
た
ち

関
の
シ
ー
ツ
や
医
療
従
事
者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
手
が
け
て
い
る
。

　

工
場
の
一
番
手
前
の
部
屋
で
は
、
お
も
に
知

的
障
害
の
あ
る
社
員
さ
ん
た
ち
が
、
病
院
か

ら
回
収
さ
れ
て
き
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
す
べ
て

の
ポ
ケ
ッ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ペ
ン
や
印
鑑
な

ど
が
入
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
て
い
た
。
近

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
も

あ
り
、
注
意
を
要
す
る
作
業
だ
が
、
十
分
な
対

策
を
と
り
行
っ
て
い
る
。
次
の
部
屋
に
は
大
型

洗
濯
機
が
あ
り
、
こ
こ
は
衣
類
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
管

理
や
洗
剤
投
入
な
ど
の
自
動
化
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
だ
れ
が
作
業
し
て
も
間
違
い
が
起
こ
ら

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
次
は
乾
燥
と
畳

　

取
材
当
日
は
記
録
的
な
大
雨
の
な
か
、
株
式

会
社
新
陽
ラ
ン
ド
リ
ー
代
表
取
締
役
の
加か

藤と
う

幹み
き

夫お

さ
ん
と
取
締
役
の
小お

川が
わ

真ま

生き

さ
ん
が
仙
台
駅

で
出
迎
え
て
く
れ
た
。
仙
台
駅
か
ら
車
で
30
分

ほ
ど
の
田
園
地
帯
に
立
地
す
る
新
し
い
工
場
に

到
着
す
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り
雨
も
あ
が
っ

た
。
同
社
は
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
創
業
。

社
員
数
49
人（
う
ち
障
害
者
30
人
）と
、グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
加
藤
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
の
利

用
者
は
25
人
で
、
お
も
に
仙
台
市
内
の
医
療
機

陽
光
あ
ふ
れ
る

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場

働く広場  2022.8

株式会社新陽ランドリー代表取締役の
加藤幹夫さん

病院のユニフォームを専門に取り扱う「学校前工場」

異物の混入チェックを行う検品部門

工場内には大型の洗濯機が並ぶ

有限会社まるみ 取締役社長　三鴨岐子

編集委員が行く行く

株式会社新陽ランドリー、株式会社加藤福祉サービス（宮城県）

企業が障害のある社員の生活と就労を支えるためにできること

グループホームを基点とした生活環境の充実

終身雇用とその後の生活

1
2
3

POINT
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え
な
い
幸
せ
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空

間
は
も
ち
ろ
ん
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
広
い
リ

ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
仲
間
と
ゆ
っ
た
り
過
ご

す
こ
と
も
で
き
る
。

　

芳
子
さ
ん
が
企
画
す
る
誕
生
日
会
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
な
ど
の
行
事
も

た
い
へ
ん
充
実
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ほ
か
に
も

定
期
的
に
映
画
を
観
に
行
っ
た
り
、
屋
外
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ま
た
年
に
一
度
は
社
員
の

家
族
、
出
身
学
校
や
養
護
施
設
の
先
生
も
招

き
、
ホ
テ
ル
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
労
を
ね
ぎ

ら
う
。
本
当
に
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
と
い

う
。「

土
日
も
家
に
は
帰
ら
な
い
の
が
、
ほ
か
の

ホ
ー
ム
と
違
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
と

し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
全
体
と
し
て
は
多

く
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
う
ち
の
よ
う
に
、
家

が
な
い
社
員
に
は
そ
れ
が
必
要
な
ん
で
す
ね
」

　

今
年
６
月
に
完
成
し
た
新
築
の
ホ
ー
ム
は
ユ

ニ
ッ
ト
が
小
さ
く
（
定
員
４
人
）
、
少
人
数
に
な

る
の
で
、
い
ま
よ
り
も
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
に

目
が
届
く
よ
う
に
な
る
。
「
そ
の
代
わ
り
、
誕

生
日
会
が
少
し
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
」
と
た
ず

ね
る
と
、「
全
員
が
集
ま
れ
る
管
理
棟
を
つ
く
っ

た
の
で
、
誕
生
日
会
は
毎
月
合
同
で
や
り
ま
す

よ
！
」
と
の
こ
と
。
見
守
り
は
細
や
か
に
、
楽

し
い
こ
と
は
大
人
数
で
。
こ
れ
が
同
社
の
社
風

で
あ
る
と
再
認
識
し
た
。

「
ね
の
し
ん
さ
か
」
を
開
設
し
た
。
２
０
１
７

年
に
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
就
労
支

援
施
設
ね
の
わ
ー
く
」
を
開
設
。
会
社
よ
り
も

手
厚
い
支
援
が
必
要
な
、
「
ね
の
わ
ー
く
」
の

利
用
者
25
人
が
、
別
工
場
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

務
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
近
隣
の
土
地

を
購
入
し
、
２
０
１
９
年
に
少
人
数
ユ
ニ
ッ
ト

の
新
ホ
ー
ム
「
ね
の
が
っ
こ
う
ま
え
１
」
を

建
築
、
現
在
は
36
人
が
入
居
し
て
い
る
。
し
か

し
い
ま
で
も
、
集
団
生
活
に
不
慣
れ
な
新
入
社

員
や
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
社
員
は
加
藤
さ
ん

の
家
族
と
一
緒
に
生
活
し
、
慣
れ
て
か
ら
ホ
ー

ム
へ
移
行
さ
せ
て
い
く
と
い
う
手
厚
さ
で
あ

る
。「

共
同
生
活
の
最
大
の
利
点
は
、
『
集
団
効

果
』
で
す
。
仕
事
に
行
く
の
が
面
倒
だ
と
感
じ

る
と
き
も
、
ホ
ー
ム
の
み
ん
な
で
「
さ
あ
、
行
く

ぞ
」
と
支
度
し
て
一
緒
に
出
か
け
て
い
け
ば
、
休

む
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
よ
」
と
、
加
藤
さ
ん

は
語
る
。
ホ
ー
ム
の
責
任
者
は
加
藤
さ
ん
の
奥

さ
ま
の
芳よ
し

子こ

さ
ん
で
、
常
に
社
員
の
味
方
で
あ

り
、
困
り
ご
と
は
直
接
社
長
に
か
け
あ
っ
て
く

れ
る
、社
員
の
母
的
存
在
だ
。一
日
の
仕
事
を
終

え
、
自
分
が
心
か
ら
安
心
し
て
く
つ
ろ
げ
る
環

境
に
帰
れ
る
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
、
こ
の
う

の
明
る
い
笑
顔
が
印
象
的
だ
。

　

加
藤
さ
ん
が
大
学
４
年
生
の
冬
に
、
創
業
者

で
あ
る
父
親
が
病
で
他
界
。
生
物
学
を
専
攻

し
、
野
球
が
大
好
き
だ
っ
た
青
年
が
教
職
を
諦

め
家
業
を
継
い
だ
。
つ
く
り
か
け
だ
っ
た
工
場

を
完
成
さ
せ
た
１
年
後
、
知
人
か
ら
障
害
の
あ

る
人
の
受
け
入
れ
を
打
診
さ
れ
る
。
大
学
で
は

教
員
免
許
を
取
得
し
、
野
球
部
の
選
手
兼
監
督

で
も
あ
っ
た
加
藤
さ
ん
に
は
、
「
教
え
れ
ば
だ

れ
で
も
伸
び
る
」
と
い
う
確
信
が
あ
り
、
受
け

入
れ
を
承
諾
。す
る
と
、や
っ
て
き
た
4
人
は
児

童
養
護
施
設
出
身
で
、
帰
る
べ
き
家
が
な
か
っ

た
た
め
、
加
藤
さ
ん
の
母
、
祖
母
と
と
も
に
寝

泊
ま
り
を
す
る
よ
う
に
な
る
（
そ
の
う
ち
の
一

人
は
、
い
ま
も
在
職
し
て
お
り
、
今
年
還
暦
を

迎
え
る
）
。

　

人
数
が
増
え
て
く
る
と
、
住
ん
で
い
た
マ
ン

シ
ョ
ン
の
同
じ
階
に
数
部
屋
を
借
り
、
集
団

生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
９
１
（
平

成
３
）
年
に
は
工
場
近
く
の
建
物
を
社
員
寮
と

し
た
。
そ
の
後
、
寮
と
し
て
の
運
営
よ
り
、
行

政
に
よ
る
指
導
も
入
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方

が
運
営
体
制
が
し
っ
か
り
す
る
こ
と
か
ら
、
２

０
１
１
年
に
は
株
式
会
社
加
藤
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
設
立
し
、
２
０
１
６
年
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
特
色
と

運
営
の
コ
ツ

は
じ
ま
り
は

社
長
一
家
と
の
同
居
か
ら

働く広場  2022.8

工場は、オートメーション化により品質の確保が図られている プレス機にユニフォームをセットし、
アイロンがけを行う

機械で畳まれたユニフォームを社員が確認し形を整える 乾燥を終えたユニフォームが自動折り畳み機に運ばれる
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き
た
い
と
い
う
。

「
野
球
の
指
導
で
は
、『
判
断
を
怒
っ
て
は
い

け
な
い
』と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
を

取
っ
て
、
１
塁
に
送
球
す
る
か
２
塁
に
送
球
す

る
か
。
そ
の
判
断
を
間
違
え
て
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
と
き
に
、『
あ
の
判
断
は
間
違
い
だ
っ

た
』と
い
く
ら
怒
っ
て
も
、
野
球
は
上
達
し
ま

せ
ん
。
暗
記
で
は
な
く
判
断
す
る
機
会
を
た
く

さ
ん
与
え
、
何
度
も
練
習
す
る
こ
と
で
上
達
し

ま
す
。
私
は
28
歳
か
ら
９
年
間
、
高
校
の
野
球

部
の
監
督
を
し
て
い
ま
し
た
。
公
立
高
校
で
す

か
ら
初
心
者
も
来
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
取
れ
な
い

生
徒
を
、
取
れ
る
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。
反

復
練
習
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
切
な
の
で
す
」

と
、
加
藤
さ
ん
が
話
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
野
球
を
続
け
て
き
た
加
藤

さ
ん
は
、監
督
に
怒
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
、
さ
ら

に
は
父
親
か
ら
も
怒
ら
れ
た
記
憶
が
な
い
と
い

う
。部
活
動
の
な
か
で
、怒
ら
な
い
指
導
者
と
巡

り
合
う
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
加
藤
さ
ん

が
社
員
の
成
長
を
じ
っ
く
り
と
待
て
る
の
は
、

「
怒
ら
な
い
」大
人
た
ち
に
育
て
ら
れ
た
経
験
か

ら
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
。

「
最
近
は
世
間
で
『
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で

よ
い
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
独
り
歩
き
し
て

グ
デ
ィ
ス
ク
、
陸
上
、
空
手
と
多
岐
に
わ
た
る
。

工
場
２
階
に
は
本
格
的
な
卓
球
場
を
つ
く
り
、

パ
ラ
五
輪
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
に
出
場
す
る
な
ど

優
秀
な
成
績
を
収
め
る
選
手
も
出
て
い
る
。

　

取
材
は
金
曜
日
の
午
後
だ
っ
た
の
だ
が
、
加

藤
さ
ん
と
小
川
さ
ん
と
で
、
週
末
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
練
習
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

た
。
最
近
世
間
で
は
、
業
務
時
間
外
に
会
社
の

人
に
誘
わ
れ
る
と
、
「
飲
み
会
で
も
残
業
手
当

は
出
ま
す
か
？
」
と
質
問
し
て
く
る
従
業
員
が

い
る
と
耳
に
す
る
。
こ
う
し
た
世
相
の
な
か
、

土
日
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
社
員

の
み
な
さ
ん
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
加
藤

さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
、
参

加
を
強
制
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

断
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
や

り
た
い
人
だ
け
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
断
る
と

き
に
、
無
理
に
言
い
訳
を
考
え
な
く
て
も
よ
く

て
、
『
な
ん
と
な
く
行
き
た
く
な
い
』
と
素
直

に
い
い
合
え
る
文
化
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

ス
ポ
ー
ツ
の
効
用
は
体
力
強
化
な
ど
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き
る
こ
と

で
、
対
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
減
る
と
い

う
「
精
神
的
安
定
へ
の
効
果
」
も
、
大
い
に
感

じ
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
必
ず
訪
れ
る
老

化
を
な
る
べ
く
遅
く
す
る
た
め
に
も
、
み
ん
な

が
参
加
し
た
く
な
る
楽
し
い
運
動
を
続
け
て
い

　

現
在
、
多
く
の
ホ
ー
ム
で
は
夜
勤
要
員
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
同
社
で
は
近

隣
の
大
学
生
40
人
ほ
ど
が
交
代
で
ア
ル
バ
イ

ト
に
入
っ
て
い
る
。
福
祉
系
だ
け
で
な
く
、
医

学
部
や
ほ
か
の
学
部
、
そ
し
て
演
劇
部
、
将
棋

部
、
バ
ン
ド
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も
多
様
な

学
生
た
ち
だ
。
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
も
あ
る

が
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
を
大
学
ま
で
車
で
送

迎
す
る
と
い
う
か
ら
驚
い
た
。
と
き
に
は
休
み

の
日
に
、
学
生
が
出
演
す
る
舞
台
を
数
人
の
社

員
で
観
に
行
く
な
ど
、
い
つ
も
と
は
違
う
世
界

に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。
同
社

の
理
念
に
共
鳴
し
、
卒
業
後
に
同
社
に
就
職
す

る
学
生
も
出
て
き
た
。
人
手
不
足
の
い
ま
、
地

域
で
よ
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

健
康
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
い
障
害
者
に

は
、
食
事
と
運
動
へ
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
で
は
体
操
を
日
課
と
し
、
ま
た
工
場
ま

で
歩
く
こ
と
が
よ
い
運
動
に
な
る
こ
と
か
ら
、

工
場
へ
の
送
迎
を
や
め
た
。
ま
た
特
筆
す
べ
き

点
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
た
い
へ
ん
盛
ん
で
あ
る

こ
と
だ
。バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、卓
球
、
フ
ラ
イ
ン

怒
ら
な
い
指
導
と
反
復
練
習

地
域
の
大
学
生
と
の
つ
な
が
り

健
康
増
進
の
た
め
の
取
組
み
と

ス
ポ
ー
ツ
活
動

働く広場  2022.8

工場は、オートメーション化により品質の確保が図られている プレス機にユニフォームをセットし、
アイロンがけを行う

グループホーム「ねの がっこうまえ1」。学校前工場に隣接する
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だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
解
雇
も
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
の
企
業
で
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
、福
祉
施
設
か
ら
、就
労
移
行
支
援
事
業
所
を

利
用
し
て
、
企
業
へ
移
行
し
て
い
く
流
れ
は
あ
る

が
、就
労
継
続
が
困
難
な
と
き
に
は
、企
業
か
ら

福
祉
へ
の
移
行
を
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

必
要
が
あ
る
、
と
加
藤
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

「
高
齢
に
な
り
、
運
転
が
危
険
に
な
る
の
で
運

転
免
許
証
を
返
上
す
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
い
く
ら
運
転
し
た
い
と
い
っ
て
も
リ
ス

ク
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
を
き
ち
ん
と
評
価

し
て
、本
人
に
も
納
得
し
て
も
ら
っ
て
、
福
祉
に

移
行
す
る
ル
ー
ト
を
つ
く
る
。
こ
の
仕
組
み
が

で
き
て
い
な
い
か
ら
、
理
不
尽
と
感
じ
る
辞
め

さ
せ
方
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高

齢
に
な
れ
ば
い
ま
ま
で
実
家
で
で
き
て
い
た
生

活
面
の
整
備
が
困
難
に
な
り
、実
家
か
ら
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
入
る
必
要
も
で
て
き
ま
す
ね
」

　

社
員
の
面
倒
を
一
生
見
る
覚
悟
の
会
社
で
あ

る
か
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
機
能
が
低
下
し
た
社

員
で
も
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
い

る
。老
化
を
遅
ら
せ
る
体
力
強
化
に
、本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
こ
と
も
、
す
べ
て
が
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

加
藤
さ
ん
は
５
年
前
、
東
北
大
学
の
権コ
ン

奇キ

哲チ
ョ
ル

か
ら
な
い
か
ら
ね
、
ま
ず
会
社
に
慣
れ
て
い
こ

う
』
と
、
こ
れ
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
ス

タ
ー
ト
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ

る
人
た
ち
も
、
指
導
す
る
社
員
を
よ
く
観
察
し

て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
人
間
関
係
の
構
築
で

す
。
仕
事
は
い
く
ら
で
も
習
得
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
入
社
し
て
く
る
若

い
人
た
ち
も
、
こ
う
い
う
仕
事
を
面
白
が
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」

「
例
え
ば
プ
ロ
野
球
選
手
は
引
退
し
て
か
ら
解

説
者
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
店
を
開
い
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
働
き
方
が
で
き
る
。
で
も
障
害
の
あ

る
人
は
、
そ
う
簡
単
に
は
仕
事
を
変
え
て
働
け

な
い
の
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
が
ダ
メ
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
急
に
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
は

働
け
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
雇
用

す
る
企
業
は
あ
る
程
度
、
責
任
を
持
っ
て
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
40
年
も
働

い
て
き
た
ら
、
そ
の
後
の
職
場
を
用
意
す
る
た

め
に
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
が
必
要
に
な

る
。
60
歳
で
定
年
に
な
っ
た
人
は
、
い
ず
れ
B
型

に
移
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。
私
た
ち
は
B
型

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
」

　

障
害
に
よ
っ
て
は
、
通
常
よ
り
も
老
化
が
早

く
、
機
能
が
低
下
し
て
い
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

い
る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と

は
、
で
き
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
で
き
な

い
な
ら
や
ら
な
く
て
い
い
よ
、
で
は
な
く
、
効

果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
で
き
る
こ
と
を
増
や

す
の
が
、
そ
の
人
の
可
能
性
を
広
げ
、
生
活
を

豊
か
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
を
よ
く
見
て
、
個
別
に
き
ち
ん
と
し
た
評
価

を
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
」

　

障
害
の
あ
る
社
員
が
活
躍
す
る
に
は
、
業
務

を
て
い
ね
い
に
教
え
た
り
、
苦
手
な
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
、
一
緒
に
働
き
な
が
ら
指
導
で

き
る
社
員
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。
同
社
に
は
福

祉
を
学
ん
だ
有
資
格
者
も
い
る
。
そ
の
福
祉
の

プ
ロ
と
も
い
え
る
人
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技

術
を
学
び
プ
ロ
に
な
っ
て
い
く
。
障
害
の
あ
る

社
員
が
６
割
を
占
め
る
同
社
に
、
障
害
に
対
す

る
理
解
・
知
識
が
な
い
人
が
応
募
し
て
く
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
新
卒

で
入
っ
て
く
る
社
員
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
社

員
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
う
か
が
っ
た
。

「
障
害
者
を
支
援
す
る
社
員
に
対
し
て
、
特

別
な
社
員
教
育
は
全
然
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
障
害
の
あ
る
仲
間
に
対
し
て
、
『
仕
事
で

む
ず
か
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
だ
し
、

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
こ
う
、
私
も
わ

支
援
す
る
社
員
へ
の
社
員
教
育

企
業
か
ら
福
祉
へ
の

移
行
の
必
要
性

課
題
は
安
定
永
続
経
営

働く広場  2022.8

2016年に開設されたグループホーム「ねの しんさか」では、
10人が共同生活を行う

「ねの しんさか」のリビングルーム
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な
こ
と
は
何
か
。

　

新
陽
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
問
題

に
向
き
合
い
、
み
ん
な
で
と
も
に
暮
ら
し
な
が

ら
働
く
こ
と
を
実
践
し
て
き
た
。
社
長
の
家
族

が
、
障
害
の
あ
る
社
員
と
寝
食
を
と
も
に
し
、

「
家
族
」
の
よ
う
に
過
ご
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
取
組
み
は
、
か
な
り
稀ま
れ

な
ケ
ー
ス
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
そ
の
後
、
組
織
の
成
長
過
程
で
、

単
な
る
一
家
族
の
活
動
で
は
な
く
、
組
織
と
し

て
社
員
全
員
が
賛
同
・
参
画
す
る
社
風
に
見
事

に
進
化
し
て
い
る
。
な
か
な
か
真
似
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
が
、
こ
の
実
践
の
な
か
に
「
障
害

者
雇
用
」
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
の
ヒ
ン
ト
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
仕
事

の
覚
え
が
早
く
な
い
人
も
い
る
し
、
同
僚
と
の

人
間
関
係
を
上
手
に
築
け
な
い
人
も
い
る
。
そ

れ
で
も
そ
の
「
違
い
」
を
否
定
せ
ず
、
仕
事
は
環

境
を
整
備
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
教
え
、
い
ろ
い

ろ
と
巻
き
起
こ
る
人
間
関
係
は
、
み
ん
な
で
前

向
き
に
笑
い
に
変
え
て
解
決
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
、
障
害
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
お
互

い
を
よ
く
見
つ
め
理
解
し
よ
う
と
努
力
す
る
。

　

決
し
て
小
さ
く
は
な
い
組
織
体
で
あ
り
な
が

ら
、
家
族
の
よ
う
な
愛
情
に
あ
ふ
れ
る
、
と
て

も
魅
力
的
な
企
業
で
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

大
い
に
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
る
取
材
で
あ
っ

た
。

ク
体
制
を
構
築
し
、
地
域
社
会
の
役
に
立
ち
、

会
社
が
成
長
し
続
け
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
安

定
雇
用
が
実
現
す
る
。
現
在
は
ま
だ
同
社
に
足

り
な
い
評
価
制
度
、
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
な

ど
は
外
部
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
進
め
て
い
く

計
画
だ
そ
う
だ
。
加
え
て
、
加
藤
さ
ん
が
考
え

る
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
「
障
害
の
あ
る
社
員
の

職
域
拡
大
」
で
あ
る
。

「
例
え
ば
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
利

用
者
は
、
い
ま
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
だ
け
で

す
が
、
デ
ー
タ
入
力
や
請
求
業
務
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ

こ
数
年
、
優
良
企
業
の
見
学
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
社

員
研
修
と
し
て
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に

見
学
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し

み
で
す
」

　

障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
特
性
に
よ
り
日
常

生
活
に
お
い
て
不
便
を
抱
え
る
こ
と
や
体
調
不

良
が
多
く
、
そ
の
う
え
、
職
場
に
も
適
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
私
た
ち
の
想
像
以
上

に
努
力
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
障
害
が
比
較

的
軽
く
、
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
働

く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
う
で
は
な

い
人
の
就
労
生
活
を
成
立
さ
せ
る
の
に
、
必
要

教
授
（
東
北
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経

済
学
部
経
済
経
営
学
専
攻
地
域
政
策
講
座
前

教
授
）
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、権
教
授
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
塾
を
開
催
し
て
お
り
、
加
藤
さ
ん
の
長

男
の
幹か
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
も
そ
こ
に
通
っ
て
経
営
の
勉

強
を
し
た
。

「
当
社
は
会
議
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
営
業
も

ノ
ル
マ
も
な
い
の
に
、
利
益
を
上
げ
て
い
る
こ

と
に
権
先
生
が
非
常
に
驚
い
て
、
そ
こ
か
ら
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
ま
は
定
期
的
に
訪
問

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た

今
回
、
土
地
を
購
入
し
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建

設
す
る
の
に
、
地
元
の
銀
行
が
融
資
の
面
で
、

手
続
き
な
ど
も
親
身
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。ほ
か
に
も
外
部
の
方
の
協
力
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
て
お
り
、当
社
が
地
域
・
住
民
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
る
活
動
を
応
援
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」

　

近
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
広
く
浸
透
し
た
こ
と
も

理
由
な
の
で
は
、
と
加
藤
さ
ん
は
語
っ
て
い
た

が
、
長
年
に
わ
た
り
真
摯
な
経
営
を
行
っ
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
地
域
か
ら
多
く
の
応
援
・
賛
同

を
得
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
障
害
者
が
働
く
会
社
、
作
業
所
と

い
え
ど
も
、
最
近
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
品

質
管
理
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
だ
。
万
が
一
の
ミ
ス
を
未
然
に
防
ぐ
チ
ェ
ッ

家
業
か
ら
企
業
へ

働く広場  2022.8

「ねの しんさか」の寝室「ねの しんさか」の浴室。一人ずつ交代で利用する「ねの しんさか」の洗面室

25



働く広場  2022.8

　

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
い
て
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
本
人
同
士
や
発
達
障
害
児
者
の

家
族
に
対
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
や
発
達
障
害
児
者
の
家
族
に
対
す
る
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
青
年
期
の
発
達
障
害
者
に
対
す
る
居
場
所
作
り
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

発
達
障
害
児
者
及
び
そ
の
家
族
の
支
援
を
推
進
す
る
。

　

全
国
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
核
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
、
国
立
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
発
達
障
害
情
報
・
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
、
発
達
障
害
に
関
す
る
各
種
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
困
難
事
例
に
係
る

支
援
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
手
法
の
普
及
や
国
民
の
理
解
の
促
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
（
毎
年
4
月
2
日
）
な
ど
を
通
じ
て
、
自
閉
症
を

は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
知
識
の
普
及
啓
発
等
を
行
う
。

４
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

　

重
度
障
害
者
等
に
対
す
る
就
労
支
援
と
し
て
、
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
が
連
携
し
、

企
業
が
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
基
づ
く
助
成
金
を
活
用
し
て
も
支
障
が
残
る
場
合

や
、
重
度
障
害
者
等
が
自
営
業
者
と
し
て
働
く
場
合
等
で
、
自
治
体
が
必
要
と
認
め
た

場
合
に
、
地
域
生
活
支
援
促
進
事
業
に
よ
り
支
援
を
行
う
。

一
般
就
労
が
困
難
な
障
害
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
就
労
継
続
支

援
事
業
所
な
ど
に
対
し
、
経
営
改
善
、
商
品
開
発
、
市
場
開
拓
や
販
路
開
拓
等
に
対
す
る

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
在
宅
障
害
者
に
対
す
る
I
C
T
を
活
用
し
た
就
業
支
援
体
制
の

構
築
や
販
路
開
拓
等
の
支
援
等
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
全
都
道
府
県
に
お
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
協
議
体
の
設
置
に
よ
り
共
同
受
注
窓
口

の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
企
業
等
と
障
害
者
就
労
施
設
等
と
の
受
発
注
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
促
進
し
、
障
害
者
就
労
施
設
等
に
対
す
る
官
公
需
や
民
需
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
加
え
、

農
福
連
携
に
係
る
共
同
受
注
窓
口
の
取
組
を
支
援
す
る
。

【
令
和
3
年
度
補
正
予
算
】

・
生
産
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
就
労
系
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援

6
・
5
億
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
生
産
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
就
労
系

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
就
労
継
続
支
援
A
型
・
B
型
事
業
所
）
に
対
し
、
新
た

な
生
産
活
動
へ
の
転
換
や
、
販
路
開
拓
、
生
産
活
動
に
係
る
感
染
防
止
対
策
の
強
化
等

を
通
じ
て
、
事
業
所
の
生
産
活
動
が
拡
大
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

　

就
業
に
伴
う
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
者
に
対
し
、
窓
口
で
の
相
談
や

職
場
・
家
庭
訪
問
等
に
よ
る
生
活
面
の
支
援
な
ど
を
実
施
す
る
。

医
療
や
支
援
等
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
依
存
症
専
門
医
療
機
関
等
と
精
神
科
救

急
医
療
施
設
等
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
。

　

さ
ら
に
、
相
談
支
援
や
普
及
啓
発
等
に
全
国
規
模
で
取
り
組
む
民
間
団
体
の
支
援
や
依

存
症
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
一
般
を
対
象
に

依
存
症
の
正
し
い
理
解
を
広
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　

19
百
万
円
（
19
百
万
円
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
飲
酒
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
、
都
道
府
県
に
お
け
る
ア

ル
コ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
横
断
的
取
組
を
支
援
す
る
。

　

て
ん
か
ん
の
治
療
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
を
「
て
ん
か
ん
支
援
拠
点
病
院
」

と
し
て
指
定
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
･
調
整
等
の
実
施
及
び
各
支
援
拠
点
病
院
で
集
積
さ

れ
た
知
見
の
評
価
･
検
討
を
行
う
た
め
「
て
ん
か
ん
全
国
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
、
て
ん

か
ん
の
診
療
連
携
体
制
を
整
備
す
る
。

　

摂
食
障
害
の
治
療
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
を
「
摂
食
障
害
支
援
拠
点
病

院
」
と
し
て
指
定
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
等
の
実
施
及
び
各
支
援
拠
点
病
院
で
集

積
さ
れ
た
知
見
の
評
価
・
検
討
を
行
う
た
め
「
摂
食
障
害
全
国
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
、

摂
食
障
害
の
診
療
連
携
体
制
を
整
備
す
る
。

　

精
神
疾
患
を
有
す
る
方
へ
の
早
期
の
専
門
的
対
応
を
充
実
す
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
や

精
神
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
へ
の
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
う
つ
病
な
ど
の
治
療
で
有
効

な
認
知
行
動
療
法
の
研
修
を
実
施
し
、
治
療
の
質
の
向
上
を
図
る
。  

【
令
和
3
年
度
補
正
予
算
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
心
の
ケ
ア
支
援        

 

0
・
5
億
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
伴
う
う
つ
病
等
に
対
す
る
精
神
保
健
上
の

支
援
（
心
の
ケ
ア
）
を
実
施
で
き
る
よ
う
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
支
援
を
行
う
。

３  

発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
の
支
援
施
策
の
推
進

発
達
障
害
児
者
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
す
る
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
地

域
の
中
核
で
あ
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
配
置
す
る
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
や
事
業
所
等
が
抱
え
る
困
難
事
例
へ
の

対
応
促
進
等
を
図
り
、
発
達
障
害
児
者
に
対
す
る
地
域
支
援
機
能
を
強
化
す
る
。

　

発
達
障
害
児
者
の
診
断
に
係
る
初
診
待
機
の
解
消
を
進
め
る
た
め
、発
達
障
害
の
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、発
達
障
害
の
診
療
・
支
援
が
で
き
る
医
師
の
養
成
を
行
う
た
め
の

実
地
研
修
等
の
実
施
や
医
療
機
関
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
応
職
員
の
配
置
を
進
め
る
。

２
地
域
移
行
・
地
域
定
着
支
援
な
ど
の
精
神
障
害
者
施
策
、
依
存
症
の
推
進

精
神
障
害
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
ま
い

の
確
保
支
援
を
含
め
た
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
。
こ
の
た
め
、
障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
協

議
の
場
を
通
じ
て
、
精
神
科
病
院
、
そ
の
他
医
療
機
関
、
地
域
援
助
事
業
者
、
市
町
村
な

ど
と
の
重
層
的
な
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
し
、
地
域
の
課
題
を
共
有
し
た
上
で
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
資
す
る
取
組
を
行
う
。

ま
た
、
精
神
疾
患
の
予
防
や
早
期
介
入
を
図
る
観
点
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
の
考
え
方
を
活
用
し
た
「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」
を
実
施
し
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
や
、
う
つ
病
、
摂
食
障
害
な
ど
の
精
神
疾
患
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
地
域
や

職
場
で
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
確
保
を
推
進
す
る
。

地
域
で
生
活
す
る
精
神
障
害
者
の
病
状
の
急
変
時
に
お
い
て
、
早
期
に
対
応
が
可
能

な
医
療
体
制
及
び
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き

続
き
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
精
神
科
救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
資
す
る
精
神

科
救
急
医
療
体
制
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
依
存
症
患
者
が
救
急
医
療
を
受
け
た

後
に
適
切
な
専
門
医
療
や
支
援
等
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
依
存
症
専
門
医
療

機
関
等
と
精
神
科
救
急
医
療
施
設
等
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
。

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
に
基
づ
く
医
療
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
引
き
続
き
指
定

入
院
医
療
機
関
を
整
備
し
、
地
域
偏
在
の
解
消
を
進
め
る
。

ま
た
、
指
定
医
療
機
関
の
医
療
従
事
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修
や
指
定
医
療
機
関
相

互
の
技
術
交
流
等
に
よ
り
、
更
な
る
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
。

【
令
和
3
年
度
補
正
予
算
】

・
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
指
定
入
院
医
療
機
関
施
設
整
備
事
業

0
・
８
億
円

　

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
指
定
入
院
医
療
機
関
の
医
療
観
察
法
病
棟
に
つ
い

て
、
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
施
設
整
備
を
実
施
す
る
。

①
依
存
症
対
策
の
推
進
（
一
部
再
掲
・
２
（
２
）
参
照
）
９
・
５
億
円
（
９
・
４
億
円
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
症
患
者
や
そ
の
家

族
等
が
適
切
な
治
療
や
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
拠
点
機
関
に
お
い
て
、
依

存
症
対
策
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
や
情
報
発
信
等
に
取
り
組
む
。

　

都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
依
存
症
の
治
療
・
相
談
支
援
等
を
担
う
人
材
育
成
、
依
存
症
相

談
拠
点
、
依
存
症
専
門
医
療
機
関
及
び
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
の
選
定
・
設
置
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
依
存
症
相
談
支
援
・
治
療
体
制
、
各
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
連
携
協
力
体
制

の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
依
存
症
患
者
が
救
急
医
療
を
受
け
た
後
に
適
切
な
専
門

※（　）内は令和 3年度予算額　

※参考：「令和４年度 障害保健福祉部予算案の概要」
※本誌では通常西暦で表記していますが、この記事では元号で表記しています

※（1）は 7月号に掲載しました

省 庁令和4年度 
障害保健福祉部予算の概要（2）
厚生労働省 障害保健福祉部

2
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

17
億
円
（
17
億
円
）

2
発
達
障
害
の
初
診
待
機
解
消
に
関
す
る
取
組
の
推
進  

93
百
万
円
（
93
百
万
円
）

5
て
ん
か
ん
の
地
域
診
療
連
携
体
制
の
整
備　
　
　

  

19
百
万
円
（
18
百
万
円
）

6
摂
食
障
害
治
療
体
制
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

  

19
百
万
円
（
19
百
万
円
）

1
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

８
・
０
億
円
（
７
・
２
億
円
）

1
発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
に
対
す
る
地
域
支
援
機
能
の
強
化

３
・
９
億
円
（
２
・
７
億
円
）

3
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
関
す
る
医
療
提
供
体

制
の
整
備
の
推
進                                    
１
８
３
億
円
（
１
８
７
億
円
）

4
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
・
薬
物
依
存
症
対
策
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対

策
等
の
推
進

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
対
策
等
の
推
進

76
百
万
円
（
76
百
万
円
）
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の
内
数

7

26
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都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
い
て
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
本
人
同
士
や
発
達
障
害
児
者
の

家
族
に
対
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
や
発
達
障
害
児
者
の
家
族
に
対
す
る
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
青
年
期
の
発
達
障
害
者
に
対
す
る
居
場
所
作
り
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

発
達
障
害
児
者
及
び
そ
の
家
族
の
支
援
を
推
進
す
る
。

　

全
国
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
核
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
、
国
立
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
発
達
障
害
情
報
・
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
、
発
達
障
害
に
関
す
る
各
種
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
困
難
事
例
に
係
る

支
援
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
手
法
の
普
及
や
国
民
の
理
解
の
促
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
（
毎
年
4
月
2
日
）
な
ど
を
通
じ
て
、
自
閉
症
を

は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
知
識
の
普
及
啓
発
等
を
行
う
。

４
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

　

重
度
障
害
者
等
に
対
す
る
就
労
支
援
と
し
て
、
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
が
連
携
し
、

企
業
が
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
基
づ
く
助
成
金
を
活
用
し
て
も
支
障
が
残
る
場
合

や
、
重
度
障
害
者
等
が
自
営
業
者
と
し
て
働
く
場
合
等
で
、
自
治
体
が
必
要
と
認
め
た

場
合
に
、
地
域
生
活
支
援
促
進
事
業
に
よ
り
支
援
を
行
う
。

一
般
就
労
が
困
難
な
障
害
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
就
労
継
続
支

援
事
業
所
な
ど
に
対
し
、
経
営
改
善
、
商
品
開
発
、
市
場
開
拓
や
販
路
開
拓
等
に
対
す
る

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
在
宅
障
害
者
に
対
す
る
I
C
T
を
活
用
し
た
就
業
支
援
体
制
の

構
築
や
販
路
開
拓
等
の
支
援
等
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
全
都
道
府
県
に
お
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
協
議
体
の
設
置
に
よ
り
共
同
受
注
窓
口

の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
企
業
等
と
障
害
者
就
労
施
設
等
と
の
受
発
注
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
促
進
し
、
障
害
者
就
労
施
設
等
に
対
す
る
官
公
需
や
民
需
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
加
え
、

農
福
連
携
に
係
る
共
同
受
注
窓
口
の
取
組
を
支
援
す
る
。

【
令
和
3
年
度
補
正
予
算
】

・
生
産
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
就
労
系
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援

6
・
5
億
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
生
産
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
就
労
系

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
就
労
継
続
支
援
A
型
・
B
型
事
業
所
）
に
対
し
、
新
た

な
生
産
活
動
へ
の
転
換
や
、
販
路
開
拓
、
生
産
活
動
に
係
る
感
染
防
止
対
策
の
強
化
等

を
通
じ
て
、
事
業
所
の
生
産
活
動
が
拡
大
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

　

就
業
に
伴
う
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
者
に
対
し
、
窓
口
で
の
相
談
や

職
場
・
家
庭
訪
問
等
に
よ
る
生
活
面
の
支
援
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

都
道
府
県
域
を
越
え
た
広
範
な
地
域
か
ら
作
業
等
の
受
注
量
を
確
保
し
、
就
労
継
続

支
援
事
業
所
の
全
国
的
な
受
発
注
を
進
め
る
た
め
、
各
地
域
の
共
同
受
注
窓
口
に
お
け

る
取
組
事
例
や
令
和
元
年
度
及
び
令
和
２
年
度
の
事
業
成
果
を
踏
ま
え
、
各
地
域
の
共

同
受
注
窓
口
の
質
の
向
上
・
機
能
強
化
を
す
る
た
め
の
取
組
や
、
共
同
受
注
窓
口
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
。

　

農
業
・
林
業
・
水
産
業
等
の
分
野
で
の
障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
、
障
害
者
の
工
賃

水
準
の
向
上
等
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
地
域
を
支
え
地
域
で
活
躍
す
る
社
会
の
実
現

に
資
す
る
た
め
、
障
害
者
就
労
施
設
へ
の
農
業
等
に
関
す
る
専
門
家
の
派
遣
や
農
福
連
携
マ

ル
シ
ェ
の
開
催
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
取
組
を
後
押
し
す
る
。

　

働
く
障
害
者
の
生
活
面
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
よ
り
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
就
労
定
着
支
援
事
業
所
に
対
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
や

困
難
事
例
へ
の
対
応
と
事
例
収
集
に
基
づ
く
他
の
就
労
機
関
へ
の
情
報
共
有
・
啓
発
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。

５
東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の
支
援

　

被
災
地
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
の
業
務
受
注
の
確
保
、
流
通
経
路
の
再
建
の
取

組
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
事
業
再
開
に
向
け
た
体
制
整
備
等
に
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
、
財
政
支
援
を
行
う
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
帰
還
困
難
区
域
及
び
上
位
所

得
層
を
除
く
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
等
・
旧
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
等
の
住
民
に

つ
い
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
負
担
の
免
除
の
措
置
を
延
長
す
る
場
合
に

は
、
引
き
続
き
市
町
村
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
財
政
支
援
を
行
う
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
精
神
保
健
面
の
支
援
の
た
め
、
専
門
職
に
よ
る
相
談

支
援
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
主
避
難
者
等
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
引
き
続
き

専
門
的
な
心
の
ケ
ア
支
援
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
者
の
専
門
的
な
心
の
ケ
ア
支
援
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
７
月
豪
雨
等
に
よ
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
対
応
す
る
た

め
、
市
町
村
等
が
行
う
被
災
者
の
専
門
的
な
心
の
ケ
ア
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

※
右
記
の
ほ
か
、
各
自
治
体
の
復
興
計
画
で
令
和
４
年
度
に
復
旧
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
復
旧
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
財

政
支
援
を
行
う
。

2
工
賃
向
上
等
の
た
め
の
取
組
の
推
進　
　
　
　

６
・
７
億
円
（
６
・
４
億
円
）

3
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進  

7
・
9
億
円
（
7
・
9
億
円
）

6
働
く
障
害
者
の
就
労
に
伴
う
定
着
支
援
【
新
規
】　
　
　
　
　
　
　
　
16
百
万
円

1
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
支
援
（
復
興
）     

１
・
０
億
円
（
１
・
５
億
円
）

1
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策
の
連
携
に
よ
る
重
度
障
害
者
等
の
就
労
支
援

７
・
７
億
円
（
７
・
７
億
円
）

3
発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

１
・
６
億
円
（
１
・
６
億
円
）

4
発
達
障
害
に
関
す
る
理
解
促
進
及
び
支
援
手
法
の
普
及

１
・
３
億
円
（
１
・
４
億
円
）

4
共
同
受
注
窓
口
を
通
じ
た
全
国
的
な
受
発
注
支
援
体
制
の
構
築

９
百
万
円
（
16
百
万
円
）

5
農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
就
農
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

３
・
４
億
円
（
３
・
４
億
円
）

2
避
難
指
示
区
域
等
で
の
障
害
福
祉
制
度
の
特
別
措
置
（
復
興
）

15
百
万
円
（
15
百
万
円
）

3
被
災
地
心
の
ケ
ア
支
援
体
制
の
整
備
（
一
部
復
興
）

54
百
万
円（
68
百
万
円
）
及
び
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金（
１
１
５
億
円
）の
内
数
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週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
で
の
就
職
を
希
望
す

る
利
用
者
が
い
る
と
回
答
し
た
事
業
所
の
事
例
（
１
事

業
所
５
事
例
を
上
限
に
回
答
：
Ａ
型
事
業
所
３
０
０
事

例
、
Ｂ
型
事
業
所
２
２
４
２
事
例
）
の
障
害
種
別
は
、

Ａ
型
事
業
所
、
Ｂ
型
事
業
所
と
も
に
「
精
神
障
害
」
が

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
知
的
障
害
」、「
身
体
障
害
」

で
し
た
。

　

週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
で
の
就
職
を
希
望
す

る
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は
、「
体

調
の
変
動
・
維
持
」（
Ａ
型
事
業
所
63
・
０
%
、
Ｂ
型

事
業
所
70
・
９
%
）
で
し
た
。
ま
た
、
事
業
所
の
種
別

と
理
由
と
の
関
係
を
分
析
す
る
と
、Ａ
型
事
業
所
は
「
入

院
治
療
」、「
家
庭
の
事
情
」
の
理
由
が
有
意
に
多
く
、

分
析
に
耐
え
う
る
回
答
数
が
得
ら
れ
た
障
害
種
別
（
身

体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
）
と
理
由
と
の
関
係

を
分
析
す
る
と
、
Ａ
型
事
業
所
、
Ｂ
型
事
業
所
と
も
に

「
体
調
の
変
動
・
維
持
」は「
精
神
障
害
」が
有
意
に
多
く
、

　

本
調
査
研
究
は
、
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満

で
就
労
し
て
い
る
ま
た
は
就
労
を
希
望
し
て
い
る
障
害

者
お
よ
び
こ
う
し
た
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
ま
た
は

雇
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
実

態
を
把
握
し
、
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
で
の
就

業
実
態
、
支
援
の
現
場
に
お
け
る
工
夫
や
課
題
等
か
ら

週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
で
の
雇
用
の
可
能
性
等

に
つ
い
て
探
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
支
援
や
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
本
稿
で
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
1
）
就
労
継
続
支
援
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
（
以
下
、「
Ａ
型
事
業

所
」）
お
よ
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
（
以
下
、「
Ｂ

型
事
業
所
」）
1
万
４
８
８
２
カ
所
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
の
管
理
者
を
対
象
に
、
利
用
者
の
状
況
や
週
所
定
労

働
時
間
20
時
間
未
満
の
就
職
希
望
、
一
般
就
労
移
行
者

の
状
況
等
に
関
す
る
郵
送
調
査
を
実
施
し
、
７
４
４
７

カ
所
（
Ａ
型
事
業
所
１
７
３
４
カ
所
、
Ｂ
型
事
業
所

５
７
０
９
カ
所
、
無
回
答
４
カ
所
）
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

（
２
）
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

　

週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
の
障
害
者
雇
用
の
実

態
等
を
把
握
す
る
た
め
、
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未

満
で
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
、
ま
た
は
雇
用
し
た
経

験
の
あ
る
13
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
３
）
就
労
継
続
支
援
事
業
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
事
業
所
の
う
ち
、
２
０
１
７

~
２
０
１
９
年
度
の
一
般
就
労
移
行
者
の
な
か
に
「
雇

用
契
約
時
に
労
働
時
間
が
週
20
時
間
未
満
」
の
者
が
い

る
と
回
答
し
た
就
労
継
続
支
援
事
業
所
か
ら
10
カ
所
を

選
定
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
１
）
障
害
者
の
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
で
の

就
職
希
望
お
よ
び
そ
の
背
景
に
つ
い
て

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
お
い
て
、
週
所
定
労
働
時

間
20
時
間
未
満
で
の
就
職
を
希
望
す
る
利
用
者
が
い
る

就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
割
合
は
、
Ａ
型
事
業
所
に
お

い
て
は
８
・７
%
、
Ｂ
型
事
業
所
に
お
い
て
は
16
・
２
%

で
し
た
（
図
１
）。

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門

事
業
主
支
援
部
門

★「調査研究報告書 No.165」 https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku165.html

障
害
者
の
週
20
時
間
未
満
の

短
時
間
雇
用
に
関
す
る
調
査
研
究

１  

は
じ
め
に

２　

調
査
の
内
容

３　

調
査
結
果
の
概
要

いる 16.2%

Ｂ型事業所 (5,709 事業所 ) 

いない 83.8%

図１ 週所定労働時間 20 時間未満での
 就職を希望する利用者の有無 

 Ａ型事業所 (1,734 事業所 ) 

いる 8.7%

いない 91.3%
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て
も
っ
と
も
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は
、「
体
調
の
変
動
・

維
持
」（
Ａ
型
事
業
所
70
・
２
%
、Ｂ
型
事
業
所
61
・９
%
）

で
あ
り
、次
い
で
Ａ
型
事
業
所
は
「
症
状
・
障
害
の
進
行
」

（
22
・８
%
）、
Ｂ
型
事
業
所
は
「
そ
の
他
」（
26
・７
%
）、

内
容
と
し
て
は
求
人
内
容
や
雇
用
形
態
な
ど
会
社
側
の

条
件
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
（
図
３
）。

　

本
調
査
研
究
の
結
果
か
ら
は
、
週
所
定
労
働
時
間
20

時
間
未
満
の
雇
用
に
対
す
る
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
が
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
は
、
障
害
者
雇
用
率
、
障
害
者

雇
用
に
か
か
る
支
援
制
度
等
の
該
当
の
有
無
に
と
ら
わ

れ
ず
、
障
害
者
の
力
を
職
場
で
活
か
そ
う
と
す
る
事
業

主
の
姿
勢
や
、
障
害
者
雇
用
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
活
用
、
職
務
の
調
整
、
職
務

創
出
そ
の
他
障
害
特
性
等
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

や
配
慮
に
よ
り
、
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
の
障

「
加
齢
に
伴
う
体
力
・
能
力
等
の
低
下
」
は
Ａ
型
事
業

所
で
は
「
知
的
障
害
」、Ｂ
型
事
業
所
で
は
「
身
体
障
害
」

が
有
意
に
多
い
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
型
事
業
所
で

は
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
「
身
体
障
害
」、「
知
的
障
害
」

が
有
意
に
多
い
状
況
で
し
た
が
、「
身
体
障
害
」
に
つ

い
て
は
「
少
な
い
日
数
を
希
望
」
と
い
っ
た
内
容
、「
知

的
障
害
」
に
つ
い
て
は
「
他
事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
と
併

用
し
な
が
ら
短
時
間
就
労
を
希
望
」、「
日
中
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
週
何
日
か
続
け
た
い
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
本
人
の
希
望
や
都
合
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
は
、
週
所
定
労
働
時

間
20
時
間
以
上
働
く
こ
と
が
む
ず
か
し
い
障
害
者
の
な

か
に
は
自
分
で
時
間
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
こ
と
が
む

ず
か
し
い
者
、
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
が
む
ず
か
し
く
、

対
人
関
係
が
苦
手
な
者
も
お
り
、
本
人
の
ス
ト
レ
ス
を

受
け
と
め
る
場
と
し
て
就
労
継
続
支
援
事
業
所
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
２
）�

週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
の
障
害
者
雇
用

の
実
態
等
に
つ
い
て

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
お
い
て
、
一
般
就
労
移
行

時
に
労
働
時
間
を
週
20
時
間
未
満
と
す
る
雇
用
契
約

を
締
結
し
た
者
が
い
る
就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
割
合

は
、
Ａ
型
事
業
所
に
お
い
て
は
２
・
４
%
、
Ｂ
型
事
業

所
に
お
い
て
は
６
・０
%
で
し
た
（
図
２
）。

　

労
働
時
間
を
週
20
時
間
未
満
と
す
る
雇
用
契
約
を
締

結
し
た
者
が
い
る
と
回
答
し
た
事
業
所
の
事
例
（
１
事

業
所
５
事
例
を
上
限
に
回
答
：
Ａ
型
事
業
所
57
事
例
、

Ｂ
型
事
業
所
４
８
６
事
例
）
の
障
害
種
別
は
、
Ａ
型
事

業
所
、
Ｂ
型
事
業
所
と
も
に
「
精
神
障
害
」
が
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
Ａ
型
事
業
所
は
「
身
体
障
害
」、
Ｂ

型
事
業
所
は
「
知
的
障
害
」
で
し
た
。
労
働
時
間
を
週

20
時
間
未
満
と
す
る
雇
用
契
約
を
締
結
し
た
理
由
と
し

害
者
の
雇
用
が
支
え
ら
れ
て
い
る
事
例
か
ら
、
こ
う
し

た
働
き
方
が
事
業
主
お
よ
び
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者

双
方
に
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
の
元
と
な
る
「
調
査
研
究
報
告
書

N
o
・
１
６
５
」
は
、
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
（
28
ペ
ー
ジ
★
）。

◇お問合せ先：研究企画部 企画調整室（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）

４　

ま
と
め

Ｂ型事業所 (5,709 事業所 ) 

いない 94.0%

いる 6.0%

図２ 労働時間を週20時間未満とする
  雇用契約を締結した者の有無 

図３ 労働時間を週20時間未満とする雇用契約を締結した理由 

 Ａ型事業所 (1,734 事業所 ) 

いない 97.6%

いる 2.4%

Ｂ型事業所 (486 事例 ) 

症状 · 障害の進行

体調の変動 · 維持

入院治療

家庭の事情

加齢に伴う体力 · 能力等の低下

その他

無回答

20％0％ 40％ 60％ 80％

20.4％20.4％

61.9％61.9％

0.8％0.8％

5.8％5.8％

6.0％6.0％

26.7％26.7％

0.4％0.4％

Ａ型事業所 (57 事例 ) 

症状 · 障害の進行

体調の変動 · 維持

入院治療

家庭の事情

加齢に伴う体力 · 能力等の低下

その他

無回答

20％0％ 40％ 60％ 80％

22.8％22.8％

70.2％70.2％

0.0％0.0％

12.3％12.3％

12.3％12.3％

10.5％10.5％

0.0％0.0％
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障
害
の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活
や
災
害
時
に
も
障
害

の
な
い
人
と
同
様
に
情
報
を
取
得
・
利
用
し
、
円
滑
な

意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
、
国
や
自
治
体
に
対
し
て
施

策
な
ど
の
策
定
・
実
施
を
求
め
る
「
障
害
者
情
報
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
」

が
可
決
、
成
立
し
た
。

　

同
法
は
国
や
自
治
体
に
対
し
、
障
害
者
が
健
常
者
と

同
じ
内
容
の
情
報
を
時
間
差
な
く
得
ら
れ
、
障
害
の
種

類
や
程
度
に
合
わ
せ
て
手
段
を
選
べ
る
よ
う
、
防
災
や

緊
急
通
報
な
ど
の
体
制
整
備
を
義
務
づ
け
た
。
情
報
取

得
に
役
立
つ
通
信
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
普
及
・

利
用
の
促
進
な
ど
も
求
め
て
い
る
。
ま
た
事
業
者
に
対

し
て
は
、
国
や
自
治
体
の
施
策
に
協
力
し
、
障
害
者
が

必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
で
き
る
よ
う
努
め
る

こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。

　

盲
導
犬
（
ア
イ
メ
イ
ト
）
を
育
成
す
る
「
公
益
財
団

法
人
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
」（
練
馬
区
）
が
運
営
す
る
子
ど

も
向
け
サ
イ
ト
「『
も
う
ど
う
犬
』
を
知
ろ
う
！
ア
イ
メ

イ
ト
・
こ
ど
も
サ
イ
ト
」
で
、
コ
ロ
ナ
下
に
視
覚
障
害

者
が
不
便
さ
を
感
じ
る
事
例
に
つ
い
て
紹
介
を
始
め
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
下
で
も
う
ど
う
犬
の
使
用
者
さ
ん
は
、
ど
ん

な
こ
と
に
こ
ま
っ
て
い
る
の
？
」
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
、

ア
イ
メ
イ
ト
の
使
用
者
７
人
が
、
コ
ロ
ナ
下
の
生
活
様
式

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
動
線
案

内
ア
プ
リ「N

ナ
ビ
レ
ン
ス

avilens

」
を
起
動
さ
せ
、文
化
交
流
展
示

室
や
館
内
、
館
周
辺
に
あ
る
専
用
の
標
識
に
カ
メ
ラ
を

向
け
る
と
、
作
品
ガ
イ
ド
や
動
線
の
案
内
音
声
が
自
動

再
生
さ
れ
る
。
貸
出
し
用
の
端
末
や
イ
ヤ
ホ
ン
も
あ
る
。

　

ま
た
文
化
交
流
展
示
室
で
は
作
品
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
詳
し
い
解
説
が
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
と
し
て
表
示
さ
れ
る
「
Ｑ
Ｒ
de
き
ゅ
ー
は
く
」

の
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
る
。

　

ス
イ
ー
ツ
菓
子
製
造
・
販
売
で
障
害
者
就
労
を
支
援

す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
房「C

シ

ョ

コ

ラ

ボ

H
O
CO
LA
BO

」（
横
浜
市
）

の
運
営
母
体
「
一
般
社
団
法
人
Ａエ
ー
オ
ー
エ
イ
チ

Ｏ
Ｈ
」
が
、
新
た
に
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
し
て
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
久き
ゅ
う
え

右
衛
門も

ん

邸て
い

」（
横
浜
市
）
を
開
所
し
た
。
利
用
者
が

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
、
庭
園
な
ど
で
就
労

ス
キ
ル
を
磨
き
、
一
般
就
労
を
目
ざ
す
。

　

幕
末
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
久
右
衛
門
邸
を
、
所
有

者
の
協
力
を
得
て
３
年
が
か
り
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様

に
改
装
し
た
。
母
屋
を
メ
イ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て

活
用
す
る
。
客
席
数
は
40
席
で
ス
タ
ー
ト
し
、
障
害
者

３
人
を
含
む
10
人
体
制
で
運
営
。
シ
ョ
コ
ラ
ボ
の
商
品

も
販
売
す
る
ほ
か
、
納
屋
カ
フ
ェ
や
全
国
の
福
祉
事
業

所
か
ら
商
品
を
集
め
た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
な

ど
も
計
画
し
て
い
る
。
営
業
は
火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝

前
日
・
祝
日
の
11
時
半
〜
15
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14

時
）、
17
時
〜
21
時
。
原
則
月
曜
日
は
定
休
。

電
話
：
０
５
０
ー
５
４
９
３
ー
４
９
３
７

の
変
化
に
と
も
な
っ
て
感
じ
る
困
り
ご
と
な
ど
を
語
り

合
う
形
式
。
例
え
ば
「
商
店
街
に
自
転
車
を
停
め
る
人

が
多
く
な
り
、
道
が
さ
ら
に
せ
ま
く
な
っ
て
ア
イ
メ
イ
ト

と
な
ら
ん
で
は
歩
け
ず
、
車
道
に
お
り
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
」
と
い
っ
た
実
体
験
や
、「
買
い
物
の
レ
ジ
前
な
ど
で
、

一
定
の
間
隔
を
あ
け
る
た
め
の
立
ち
位
置
の
印
な
ど
が
わ

か
ら
ず
、
列
に
並
べ
な
い
」
と
い
っ
た
当
事
者
の
声
を
、

わ
か
り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
説
明
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.eyem

ate.org/kids/special

　

福
知
山
市
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
が
就
労
な
ど

の
た
め
に
運
転
免
許
を
取
得
し
た
場
合
の
費
用
の
助
成

制
度
を
拡
充
し
た
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
に
か

ぎ
っ
て
最
大
16
万
円
を
助
成
し
て
き
た
が
、
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
度
か
ら
対
象
を
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
含
め
た
３
種
類
の
手
帳
保
持
者
に
拡

大
。
教
習
開
始
日
に
お
い
て
、
３
カ
月
以
上
引
き
続
き

福
知
山
市
に
住
所
を
有
す
る
人
、
第
１
種
普
通
自
動
車

運
転
免
許
に
係
る
免
許
証
の
交
付
を
受
け
た
人
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
、
免
許
取
得
か
ら
40
日
以
内
に
申
請
す

る
と
最
大
20
万
円
を
助
成
す
る
。

問
合
せ
は
、
福
知
山
市
福
祉
保
健
部
障
害
者
福
祉
課
へ
。

電
話
：
０
７
７
３
ー
２
４
ー
７
０
１
７

　
「
九
州
国
立
博
物
館
」（
太
宰
府
市
）
は
、
来
館
者
が

自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
音
声
ガ
イ
ド
を
利
用
で
き

る
新
サ
ー
ビ
ス
「
ナ
ビ
レ
ン
ス
de
き
ゅ
ー
は
く
」
の
提

供
を
始
め
た
。

障
害
者
の
運
転
免
許
取
得
支
援
を
拡
充

京都

九
州
国
立
博
物
館
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
音
声
ガ
イ
ド

福岡

障
害
者
の
情
報
格
差
解
消
を
目
ざ
す

新
法
成
立

国会

「
コ
ロ
ナ
下
の
不
便
」
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介

東京

就
労
支
援
Ｂ
型
の
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン

神奈川

国
の
動
き

生
活
情
報

働
く

30



編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
15
回

正
直
な
気
持
ち
と
合
理
的
配
慮

有
限
会
社
ま
る
み
取
締
役
社
長  

三
鴨
岐
子

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
は
三
鴨
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2022.8

　

日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
医
療
・
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
教
授
で
精
神
保
健
福

祉
士
で
も
あ
る
青あ
お

木き

聖き
よ

久ひ
さ

さ
ん
ら
が
、『
精
神
・
発
達
障
害
が
あ
る
人
の
経
済
的
支
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク: 

障
害
年
金
と
生
活
保
護
、
遺
言
、
税
な
ど
の
し
く
み
と
手
続
き
』（
中
央
法
規

出
版
刊
）
を
出
版
し
た
。

　

精
神
障
害
や
発
達
障
害
な
ど
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
経
済
的
基
盤
の
整
備
に
向
け
、
そ
の
大
き
な
柱
で
あ
る
障
害
年
金
な
ど

の
仕
組
み
、
制
度
と
の
関
係
、
利
用
す
る
際
の
留
意
点
や
支
援
者
の
視
点
な
ど
を
、
支
援
の

最
前
線
に
い
る
弁
護
士
や
税
理
士
、社
会
保
険
労
務
士
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
専
門
家
が
執
筆
。
精
神
・
発
達
障
害
が
あ
る
人
の
暮
ら
し

の
特
徴
と
経
済
的
支
援
、
経
済
的
支
援
の
理
解
と
実
際
に
つ
い
て
解
説
し
、
さ
ら
に
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
障
害
年
金
を
は
じ
め
生
活
保
護
、
雇
用
保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
、
高
額
療

養
費
、
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
、
遺
言
、
税
金
と
控
除
ま
で
、
そ
の
仕
組
み
と
手
続

き
の
仕
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
Ａ
５
判
３
１
６
ペ
ー
ジ
、
３
５
２
０
円
（
税
込
）。

2022年度地方アビリンピック開催予定

地方アビリンピック 検索

※全国アビリンピックは
　11月4日（金）～11月6日（日）に、
　千葉県で開催されます。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更する場合があります。

徳島

新潟
岩手

アビリンピック
マスコットキャラクター

　

私
が
働
く
有
限
会
社
ま
る
み
で
は
、
現
在
12
人
の
社
員
と
数
人
の
外
部
ス
タ
ッ

フ
で
日
々
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
お
客
さ
ま
と
の
連
絡
は
メ
ー
ル
だ
け
で
完
結

す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
の
「
声
を
聴
い
た
こ

と
が
な
い
」
こ
と
も
多
々
あ
る
。
メ
ー
ル
で
注
文
す
れ
ば
、
正
確
に
商
品
が
届
く
。

な
ん
ら
問
題
は
な
い
。
で
も
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
い
つ
も
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
思
い
が
頭
を
め
ぐ
る
。

　

仕
事
を
し
て
い
て
う
れ
し
い
こ
と
は
、
お
給
料
を
も
ら
う
こ
と
、
自
分
な
り
に

納
得
し
た
仕
事
に
満
足
で
き
る
こ
と
、
正
確
に
ミ
ス
な
く
納
品
で
き
る
こ
と
。
加

え
て
、
だ
れ
か
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
お
客
さ
ま
か
ら
直
接
お
声
が

け
い
た
だ
く
機
会
は
な
か
な
か
な
い
が
、
ど
ん
な
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
か
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
全
員
の
イ
ラ
ス
ト
を
載
せ
て
い
る
。

　

昨
日
、一
人
の
社
員
か
ら「
イ
ラ
ス
ト
を
削
除
し
て
ほ
し
い
」と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

理
由
は
、「
自
分
の
外
見
が
嫌
い
だ
か
ら
、見
た
く
な
い
」。
そ
れ
は
困
り
ま
す
！
だ
っ

て
、
会
社
の
雰
囲
気
を
お
伝
え
す
る
イ
ラ
ス
ト
か
ら
君
を
削
除
し
た
ら
、
存
在
が

消
え
て
し
ま
う
で
は
な
い
で
す
か
！

　

そ
れ
で
も
、
写
真
に
写
る
の
が
苦
手
な
人
も
い
る
し
、
感
じ
方
は
十
人
十
色
。

障
害
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
関
係
な
い
。
困
っ
た
挙
句
の
折
衷
案
と
し
て
、
彼
を

感
じ
ら
れ
る
「
何
か
」
を
描
き
足
す
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
描

く
の
は
い
い
出
し
た
本
人
が
担
当
。

　

お
気
に
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
な
の
で
、
削
除
す
る
の
は
と
て
も
残
念
だ
が
、
自
分

が
「
不
快
に
感
じ
た
」
こ
と
を
、
正
直
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し

い
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
一
緒
に
い
れ
ば
、
感
じ
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
じ
っ
と
我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、
変
え
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
を
発
信
し
、

み
ん
な
で
話
し
合
う
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
い
い
妥
協
点
を
見
つ
け
て
い
く
。
合
理

的
配
慮
と
は
、
そ
の
よ
う
な
文
化
の
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　

さ
て
、
ど
ん
な
「
何
か
」
が
描
き
足
さ
れ
る
の
か
。
楽
し
み
に
待
と
う
。

本
紹
介

『
精
神
・
発
達
障
害
が
あ
る
人
の
経
済
的
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク: 

障
害
年
金
と
生
活
保
護
、
遺
言
、
税
な
ど
の
し
く
み
と
手
続
き
』

岩手県、新潟県、徳島県
＊部門ごとに開催地・日時が分かれて
　いる県もあります
＊　　は開催終了

7 月末～ 9月
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編 集 委 員
（五十音順）

8月号

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和４年 7月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。本誌では「障害」という表記を基本としていますが、
執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社 FVP代表取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

トヨタループス株式会社 取締役

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

サントリービジネスシステム株式会社 課長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 准教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金塚たかし
阪  本  文  雄
清 水 康 史
諏訪田克彦
原  　智   彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

●
こ
の
人
を
訪
ね
て

和
食
ダ
イ
ニ
ン
グ「
わ
っ
嘉
」（
千
葉
県
）
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
・
金
子
淳
一
郎
さ
ん
に
、ご
自
身
が
車
い
す
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
、
飲
食
店
を
開
業
し
た
背

景
や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

●
職
場
ル
ポ

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
の
企
画
・
製
造
販
売
を
行
う
株
式
会

社
A
s
a
h
i
c
h
o
（
広
島
県
）
を
取
材
。
創
業
80

余
年
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
企
画
力
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
の
か
。
独
創
的

な
企
業
文
化
と
障
害
者
雇
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

「
令
和
4
年
度
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
に
お
け
る
絵

画
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

若
林
功
委
員
が
、筑
波
技
術
大
学（
茨
城
県
）の
「
障

害
の
あ
る
大
学
生
へ
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
に

関
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

次
号
予
告

検索富士山マガジンサービス

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　飯田 剛

 編集人ーー企画部情報公開広報課長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

掲示板

長
年
、
妻
と
は
働
く
時
間
帯
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
一
緒
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
の

こ
と
、
パ
ン
屋
さ
ん
の
駐
車
場
で
60
歳
代
く
ら
い
の
ご
主
人
さ

ま
が
奥
さ
ま
を
車
か
ら
車
椅
子
に
移
る
の
を
介
助
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
年
齢
的
に
も
私
た
ち
と
近
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
心
に
残

る
何
か
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ど
ち
ら
か
が
車
椅
子
を
使
わ
れ
て
い
る
ご
夫
婦

を
見
か
け
て
は
い
ま
し
た
が
、
妻
を
介
護
す
る
こ
と
は
考
え
ず
、

妻
か
ら
介
護
し
て
も
ら
い
た
い
（
も
ら
う
も
の
）
と
身
勝
手
な

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
気
に
と
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

若
い
こ
ろ
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
ご
両
親
と

話
を
し
て
い
る
な
か
で
「
大
変
で
す
ね
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
す
る
と
そ
の
ご
両
親
は
、「
子
供
の
お
か
げ
で
、
こ

れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
る
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
心
の
貧
し
さ
ゆ
え
に
、
大
変
失
礼
な

こ
と
を
申
し
上
げ
た
と
後
悔
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

パ
ン
屋
さ
ん
で
の
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
介
護
側
と
被
介

護
側
の
立
場
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、

い
ず
れ
の
立
場
に
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
前
述
の
ご
両
親
の
よ

う
に
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
こ
れ
ま
で
気
づ
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
人
間
性
を
、
醸

成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

見
え
る
楽
し
み
を
追
い
求
め
る

合こ
う

志し

工
業
団
地
協
同
組
合

　
　
　
中
小
企
業
診
断
士

吉き

良ら

山や
ま

健け
ん

三ぞ
う

< 働く広場の読者のみなさまへ>
2022年9月号は、「令和4年度障害者雇用支援月間における
絵画・写真コンテスト」入賞作品の公表日の関係から、お手元
への到着が通常よりも数日遅れることが見込まれています。ご
不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。ご不明な
点は、当機構企画部情報公開広報課（電話043-213-6216）
までお問い合わせください。

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法
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＜お問合せ先＞    雇用開発推進部 雇用開発課　TEL：043-297-9513

　本書では、「障害者の健康に配慮し安心・安全に働けるように取り組ん
だ職場改善好事例」をテーマに全国から募集した事例を取りまとめ、各事
業所で障害のある社員に配慮した職場における安全衛生に関するさまざま
な取組みを紹介しています。
　各事業所で創意工夫された具体的な事例を多数掲載していますので、社
内の労働安全衛生対策の見直しや障害のある社員も健康で安心・安全な環
境で働けるような取組みの参考としてぜひご活用ください。

　当機構ホームページでも本書のすべての内容をデジタルブック版として
掲載していますので、書籍版とともにご活用ください。

今回紹介している刊行物の他にも障害者雇用に関するマニュアル・好事例集等は、当機構ホームページ
でも紹介しています。右記 QR コードから簡単にアクセスできますので、ぜひご活用ください 。 

QRコードはこちら

　本書では、障害者雇用を進めるにあたって直面する職務の選定や労働条
件の検討、職場環境の整備などに不安や悩みを抱える企業の方に向けて、
具体的な方策や関連情報をＱ＆Ａ形式で解説しています。

　当機構ホームページでも具体的な方策や関連情報を公開しており、全文
をダウンロードすることができます。 
　障害者雇用の経験がない企業の方、障害者雇用に本格的に取り組もうと
している企業の方は、書籍版、Web版ともにご活用ください。 

・「障害者に配慮した職場改善はどのように進めたらよい？」 
・「他の企業の工夫や取組みを知りたい」 

・「障害者雇用はどのように進めればよい？」 
・「障害のある方にどのような仕事を任せればよい？」 

令和４年２月
発行！

障害者の労働安全衛生対策ケースブック 

はじめての障害者雇用 ～事業主のためのＱ＆Ａ～ 

障害者雇用のご担当者様必見！ 
雇用管理に役立つ刊行物を新たに発行しました！ 

こんな方に読んでほしい！ 

こんな方に読んでほしい！ 

書籍版（Ａ５サイズ）

https://www.nivr.jeed.go.jp/manual.html 

書籍版（Ａ５サイズ）

ＮＩＶＲ マニュアル 事業主 検索
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国立職業リハビリテーションセンター（中央障害者職業能力開発校）および国 

立吉備高原職業リハビリテーションセンター（吉備高原障害者職業能力開発校）  

では、障害のある方々の就職に必要な職業訓練や職業指導を実施しており、訓

練生の採用をお考えの事業主のみなさまに次のような取組みを行っています。

＊訓練生（訓練修了者と修了予定者のうち掲載希望者のみ）の情報を

　ホームページで公開しています。

＊障害者の雇入れを検討している企業との密接な連携により、特注型の訓練メニューによるセンター内

　での訓練と企業内での訓練を組み合わせた採用・職場定着のための支援を実施しています。

〒359-0042　埼玉県所沢市並木 4-2 
Tel：04-2995-1207　Fax：04-2995-1277

〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川7520 
Tel：0866-56-9002　Fax：0866-56-7636

国立職業リハビリテーションセンター（毎月１日、15 日に情報更新）
国立吉備高原職業リハビリテーションセンター（毎月 15 日に情報更新）

国立職業リハビリテーションセンター
http://www.nvrcd.ac.jp/employer/index.html

国立職業リハビリテーションセンター
　職業指導部 職業指導課

お 問合せ先

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
　職業評価指導部 職業指導課

➡

➡国立吉備高原職業リハビリテーションセンターhttps://www.kibireha.jeed.go.jp/business/index.html

 ※このほかにも事業主の方向けの情報を、以下のページに掲載しております。ぜひご覧ください。

在職中の障害のある方を対象とした
職業技能のレベルアップのための職業訓練や、

疾病、事故等により受障した休職者の方が職場復帰
するにあたり必要な技術を身につけるための

職業訓練も実施しています。

訓練生情報を公開しています！

職業訓練を受けている障害者の
採用をお考えの事業主のみなさまへ

企業連携職業訓練を実施しています！

詳細については
ホームページを
ご覧ください。

アビリンピック(障害者技能競技大会）
マスコットキャラクター
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